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一　

問
題
の
所
在

裁
判
権
放
棄
の
「
密
約
」
文
書

　

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
三
日
、
共
同
通
信
は
、「
裁
判
権
放
棄
の
密
約
文
発
見　

五
三
年
の
日
米
合
同
委
議
事
録
」
と
の
見
出
し
の
も
と
、

一
九
五
三
年
に
日
米
両
政
府
が
、
米
兵
の
犯
罪
の
う
ち
、「
重
要
な
案
件
以
外
、
日
本
側
は
裁
判
権
を
放
棄
す
る
」
と
の
密
約
を
交
わ
し

て
い
た
と
報
じ
た

（
１
）。

　

こ
の
報
道
か
ら
約
一
年
半
後
の
二
〇
一
〇
年
三
月
、
核
持
ち
込
み
、
及
び
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
の
事
前
協
議
制
度
を

め
ぐ
る
「
密
約
」
の
対
象
文
書
・
関
連
文
書
が
、
外
務
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
裁
判
権
放
棄
密
約
に
関
連
す
る
文
書
が
あ
る
。

一
九
五
八
年
一
〇
月
四
日
の
「
十
月
四
日
総
理
、
外
務
大
臣
、
在
京
米
大
使
会
談
録
」
で
あ
り
、
岸
信
介
総
理
、
藤
山
愛
一
郎
外
務
大
臣
、

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
二
世
駐
日
米
大
使
の
会
談
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る（

２
）。

こ
れ
を
機
に
、
日
米
安
保
条
約
の
改
定
、
及
び
、
附

属
す
る
行
政
協
定
の
改
定
が
本
格
的
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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こ
の
文
書
に
お
け
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
発
言
と
し
て
、「
一
九
五
三
年
十
月
二
十
八
日
刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
分
科
委
員
会
で
の
合
意

議
事
録
の
中
に
日
本
側
は
或
る
場
合
裁
判
権
の
行
使
を
譲
る
趣
旨
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。」
と
あ
る
。
事
前
協
議
に
関
す
る
密
約
調
査
で
、

裁
判
権
放
棄
に
係
る
密
約
文
書
の
存
在
が
浮
上
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、
当
時
の
衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
が
、「
日
本
駐
留
米
兵
の
裁
判
権
に
係
る
日
米
密
約
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」

を
二
〇
一
〇
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
、
立
て
続
け
に
提
出
し
、
政
府
と
し
て
も
、「
裁
判
権
密
約
」
に
つ
い
て
、「
適
切
な
時
期
に
適
切

な
形
で
説
明
責
任
を
果
た
す
」
旨
を
答
弁
書
で
述
べ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
一
年
八
月
二
六
日
、
外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、「
一
九
五
三
年
の
日
米
行
政
協
定
（
日
米
地
位

協
定
の
前
身
）
第
十
七
条
（
刑
事
裁
判
権
）
改
正
交
渉
に
係
る
外
交
記
録
及
び
関
連
資
料
の
公
表
」
が
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
ま
で

非
公
表
だ
っ
た
『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
一
巻
―
第
三

巻
が
公
開
さ
れ
た（

３
）。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
日
米
行
政
協
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
合
同
委
員
会
の
裁
判
権
小
委
員
会
刑
事
部
会
の
記
録
の
写
し
（
一
九
五

三
年
一
〇
月
二
二
日
と
同
年
一
〇
月
二
八
日
の
記
録
）
も
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
文
書
は
米
側
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
件
を
め
ぐ
っ
て
、
二
〇
一
一
年
八
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
日
米
合
同
委
員
会
に
お
け
る
や
り
と
り
」
も
公
表
さ
れ
た
。

　
「
や
り
と
り
」
に
よ
る
と
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
の
裁
判
権
放
棄
の
発
言
（
一
方
的
陳
述
）
は
、
日
本
側
の
一
方
的
政
策
的
な
も
の
で
あ
り
、

合
意
で
は
な
い
と
米
側
が
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
記
録
の
原
本
は
、
米
側
の
み
保
管
し
て
き
た
と
い
う
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
公
開

さ
れ
た
文
書
の
中
で
、
署
名
が
あ
る
の
は
米
側
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
も
米
側
と
同
じ
理
解
で
あ

る
と
し
、
検
察
官
が
被
疑
者
を
起
訴
す
る
か
否
か
は
日
本
の
法
律
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
日
米
地
位
協
定
と
は
無
関
係
で
あ
る
旨
を
述
べ
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て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
側
が
裁
判
権
を
放
棄
し
た
と
さ
れ
る
文
書
に
つ
い
て
、
日
米
間
で
協
議
さ
れ
、
公
表
に
い
た
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
日
本
側
の
一
方
的
陳
述
な
る
文
書
が
、
は
た
し
て
「
密
約
」
と
い
え
る
の
か
否
か
で
あ
っ
た
。
確

か
に
、
形
式
は
「
合
意
」
で
は
な
い
が
、
一
方
的
陳
述
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
合
意
」
文
書
に
あ
ら
ず
、
と
は
か
な
ら
ず
し
も
い
え
な
い
。

交
渉
の
経
緯
か
ら
、
な
ぜ
一
方
的
陳
述
と
い
う
形
式
が
と
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

刑
事
裁
判
権
放
棄
の
論
点

　

刑
事
裁
判
権
放
棄
の
問
題
が
登
場
す
る
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
一
九
五
一
年
九
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
並
び
に

「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
」（
旧
日
米
安
保
条
約
）
が
署
名
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
条
約
の
発
効
に
よ
り
日
本
は
、

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、
連
合
国
に
よ
る
占
領
を
脱
し
、
主
権
を
回
復
す
る
に
い
た
っ
た
。
旧
安
保
条
約
は
全
五
条
か
ら
な
る
き
わ
め

て
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
。
第
三
条
に
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
日
本
国
内
及
び
そ
の
附
近
に
お
け
る
配
備
を
規
律
す
る
条
件
は
、

両
政
府
間
の
行
政
協
定
で
決
定
す
る
。」
と
あ
り
、
詳
細
は
す
べ
て
行
政
協
定
に
委
ね
ら
れ
た
。

　

行
政
協
定
第
十
七
条
に
は
、
米
軍
所
属
員
（
米
軍
の
構
成
員
及
び
軍
属
並
び
に
そ
れ
ら
の
家
族
）
が
日
本
国
内
で
犯
す
す
べ
て
の
罪
に
つ
い
て
、

米
軍
が
専
属
的
裁
判
権
を
日
本
国
内
で
行
使
す
る
権
利
を
有
す
る
と
あ
る
。
裁
判
権
に
関
し
て
、
日
本
占
領
下
と
ま
っ
た
く
同
じ
状
況
が
、

日
本
の
主
権
回
復
後
も
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

外
国
の
軍
隊
が
他
国
に
駐
留
す
る
場
合
、
そ
の
地
位
を
定
め
る
標
準
的
な
協
定
と
考
え
ら
れ
た
の
が
、
一
九
五
一
年
六
月
一
九
日
、
ロ

ン
ド
ン
で
署
名
さ
れ
た
「
北
大
西
洋
条
約
当
事
国
間
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
」（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
）
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
が
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い
ず
れ
発
効
す
る
こ
と
を
見
越
し
、
行
政
協
定
第
十
七
条
第
一
項
で
は
、
同
協
定
が
発
効
し
た
と
き
に
は
、「
合
衆
国
は
、
直
ち
に
、
日

本
国
の
選
択
に
よ
り
、
日
本
国
と
の
間
に
前
記
の
協
定
の
相
当
規
定
と
同
様
の
刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。」

と
の
予
告
が
な
さ
れ
て
い
た
。
米
軍
所
属
員
に
対
す
る
専
属
的
裁
判
権
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
発
効
ま
で
の
暫
定
的
な
措
置
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

占
領
中
、
日
本
に
占
領
軍
と
し
て
駐
留
し
て
い
た
の
は
、
米
軍
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
広
島
県
呉
地
区
を
中
心
に
英
連
邦
軍
も
駐
留
し

て
い
た
。
英
連
邦
軍
の
場
合
、
米
軍
と
は
異
な
り
、
行
政
協
定
の
類
が
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
の
主
権
回
復
後
九
〇
日
以
内
に
、
日
本
か

ら
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第
六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た（

４
）。

ま
た
、
日
本
に
は
、
米
軍
及
び
英
連

邦
軍
以
外
の
国
連
軍
も
滞
在
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
兵
士
等
の
地
位
も
、
英
連
邦
軍
兵
士
と
同
様
、
日
本
の
主
権
回
復
後
の
扱

い
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
米
軍
を
除
く
国
連
軍
の
地
位
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
こ
れ
と
関
連
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定

が
発
効
し
た
後
の
行
政
協
定
第
十
七
条
の
扱
い
が
、
主
権
回
復
後
の
懸
案
事
項
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
概
要

　

前
述
の
よ
う
に
、
行
政
協
定
第
十
七
条
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
が
発
効
す
れ
ば
、
行
政
協
定
を
同
協
定
並
み
に
改
正
す
る
こ
と
が
う
た

わ
れ
て
い
た
。
日
本
側
は
外
国
軍
隊
の
地
位
を
定
め
る
協
定
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
準
拠
す
る
こ
と
を
強
く
主
張

し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
が
本
稿
で
の
議
論
の
前
提
と
な
る
の
で
、
同
協
定
の
刑
事
裁
判
権
の
規
定
に
つ
い
て
概
要
を
記
し
て
お
く（

５
）。

　

派
遣
国
・
受
入
国
と
も
、
原
則
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
令
に
よ
り
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
罪
に
つ
い
て
は
刑
事
裁
判
権
を
有
す
る
。

犯
罪
に
よ
っ
て
は
、
派
遣
国
の
法
令
で
は
罰
せ
ら
れ
る
が
、
受
入
国
の
法
令
で
は
罰
せ
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
派
遣
国
の
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兵
士
に
よ
る
派
遣
国
へ
の
反
逆
の
罪
は
、
受
入
国
の
法
令
で
は
犯
罪
で
は
な
い
。
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
犯
罪
に

対
し
て
は
、
派
遣
国
・
受
入
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
属
的
裁
判
権
を
有
す
る
。

　

こ
の
原
則
か
ら
、
派
遣
国
・
受
入
国
と
も
に
裁
判
権
を
有
す
る
場
合
、
い
わ
ゆ
る
裁
判
権
の
競
合
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

協
定
で
は
、
同
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
裁
判
権
が
競
合
す
る
場
合
、
優
先
す
る
裁
判
権
を
第
一

次
裁
判
権
、
も
う
一
方
を
第
二
次
裁
判
権
と
呼
ん
で
い
る
。

　

派
遣
国
の
軍
当
局
が
、
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
犯
罪
は
以
下
で
あ
る
。（
一
）
も
っ
ぱ
ら
派
遣
国
の
財
産
も
し
く
は
安
全
の
み
に
対

す
る
犯
罪
。
た
と
え
ば
、
派
遣
国
兵
士
が
基
地
内
の
軍
需
物
資
保
管
倉
庫
か
ら
物
資
を
窃
取
し
た
場
合
で
あ
る
。（
二
）
も
っ
ぱ
ら
派
遣

国
の
軍
隊
所
属
員
間
の
身
体
又
は
財
産
の
み
に
対
す
る
犯
罪
。
た
と
え
ば
、
兵
士
同
士
の
け
ん
か
で
、
相
手
に
傷
を
負
わ
せ
た
場
合
で
あ

る
。（
三
）
公
務
執
行
中
の
作
為
・
不
作
為
か
ら
生
ず
る
犯
罪
。

　

こ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
罪
の
軽
重
を
問
わ
ず
、
受
入
国
当
局
が
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
。
第
一
次
裁
判
権
を
有
す

る
国
が
、
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
相
手
国
の
当
局
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
第
一
次
裁

判
権
を
有
す
る
国
の
当
局
に
対
し
、
そ
の
権
利
の
放
棄
が
特
に
重
要
だ
と
他
方
の
国
が
認
め
、
権
利
の
放
棄
を
要
請
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
要
請
に
好
意
的
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
の
目
的

　

行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
交
渉
で
、
米
側
は
、
当
初
か
ら
、
日
本
側
が
主
張
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
並
み
を
骨
抜
き
に
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
た
。
具
体
的
に
は
、
米
軍
所
属
員
に
対
す
る
刑
事
裁
判
権
の
適
用
を
重
要
な
犯
罪
に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
の
犯
罪
に
対
す
る
日
本
側
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裁
判
権
を
放
棄
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
並
み
を
強
く
要
望
す
る
日
本
側
と
の
折
り
合
い
を
い
か
に
つ

け
る
か
が
、
交
渉
の
焦
点
と
な
っ
た
。
前
述
し
た
日
本
側
の
一
方
的
陳
述
の
文
書
だ
け
で
は
、「
密
約
」
の
存
否
を
判
断
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
な
ぜ
一
方
的
陳
述
に
落
ち
着
い
た
の
か
、
交
渉
過
程
を
詳
細
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
刑
事
裁
判
権
に
関
し
て
は
、
い
か
な
る
犯
罪
が
日
米
ど
ち
ら
の
裁
判
権
に
服
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
以
前
に
、
刑
事
実
務
上
、

容
疑
者
の
逮
捕
・
身
柄
の
拘
束
と
い
っ
た
問
題
が
必
然
的
に
生
ず
る
。
た
だ
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
も
同
時
に
論
じ
る
と
、
議
論

が
複
雑
化
す
る
の
で
、
刑
事
裁
判
管
轄
権
の
み
を
刑
事
裁
判
権
と
し
て
考
察
の
対
象
と
す
る
。

　

行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
交
渉
に
加
え
、
本
稿
で
は
新
た
な
視
点
と
し
て
、
国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
に
も
分
析
の
メ
ス
を
入
れ
る
。

行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
交
渉
は
、
実
質
的
に
は
三
週
間
ほ
ど
で
決
着
を
み
た
。
短
期
間
で
決
着
し
た
理
由
は
、
こ
の
交
渉
以
前
、
国

連
軍
の
地
位
を
め
ぐ
る
暫
定
協
定
案
の
交
渉
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
は
、
本
協
定
の
交
渉
も
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
刑
事
裁
判
権
の
問
題

は
、
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
に
せ
よ
、
国
連
軍
協
定
の
締
結
に
せ
よ
、
実
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
国
連
軍
協
定
の
交
渉
が
先
行
し
、

そ
の
後
、
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
に
お
け
る
刑
事
裁
判
権
の
「
密
約
」
と
し
て
結
実
す
る
。
国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
を
掘
り
下
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
刑
事
裁
判
権
「
密
約
」
の
実
態
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
で
検
討
さ
れ
た
「
密
約
」
の
方
法
は
、
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
六
〇

年
の
安
保
改
定
時
に
交
わ
さ
れ
た
核
持
ち
込
み
密
約
の
方
式
に
も
い
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
な
る
と
、
密
約
を
締
結
す
る
構
造
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
な
お
、
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
日
米
の
外
交
文
書

を
用
い
る
。
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一
三
九

本
稿
の
構
成

　

第
二
節
で
は
、
一
九
五
三
年
の
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
交
渉
を
検
証
す
る
。
交
渉
開
始
時
の
日
米
の
原
案
に
は
そ
う
と
う
の
懸
隔

が
あ
っ
た
。
米
側
は
日
本
側
の
裁
判
権
の
範
囲
を
重
大
な
犯
罪
に
限
定
し
よ
う
と
し
、
日
本
側
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
О
協
定
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
よ

う
と
し
た
。
両
者
の
妥
協
点
が
、
日
本
側
代
表
に
よ
る
一
方
的
陳
述
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
す
る
。

　

第
三
節
で
は
、
日
本
の
主
権
回
復
後
、
米
軍
を
除
く
外
国
軍
隊
の
刑
事
裁
判
権
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
を
分
析
す
る
。
こ
の
問

題
に
対
処
す
る
た
め
、
暫
定
交
換
公
文
案
が
で
き
、
日
本
側
で
は
閣
議
決
定
ま
で
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
案
の
解
釈
を

め
ぐ
り
日
本
側
と
国
連
軍
側
が
対
立
し
、
同
案
は
と
り
や
め
と
な
る
。
と
り
わ
け
、
日
本
再
独
立
後
の
外
国
軍
隊
の
地
位
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
る
の
か
、
つ
ま
り
、
従
来
通
り
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
占
領
終
了
に
よ
り
、
新
た
な
法
的
関
係
の
も
と
、
駐
留
軍
の
刑
事
裁
判
権

を
め
ぐ
る
一
般
国
際
法
が
適
用
さ
れ
る
の
か
が
論
点
と
な
っ
た
。
暫
定
的
に
、
吉
田
茂
総
理
か
ら
ロ
バ
ー
ド
・
Ｄ
・
マ
ー
フ
ィ
ー
駐
日
大

使
宛
の
書
簡
で
決
着
を
み
る
。
た
だ
、
こ
の
吉
田
書
簡
は
後
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

　

第
四
節
は
、
一
九
五
二
年
に
行
わ
れ
た
国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
暫
定
協
定
案
が
挫
折
し
、
そ
の
後
、
直
ち
に
、

本
協
定
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
米
軍
を
除
く
占
領
軍
は
、
平
和
条
約
発
効
後
、
九
〇
日
以
内
に
撤
退
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
九
〇
日
を
越
え
れ
ば
、
日
本
に
駐
留
す
る
法
的
根
拠
を
失
う
。
国
連
軍
協
定
の
交
渉
を
促
進
し
た
も
の
の
、
結
局
、
九
〇

日
以
内
の
本
協
定
締
結
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
刑
事
裁
判
権
を
め
ぐ
る
交
渉
は
難
航
を
き
わ
め
、
日
米
の
交
渉
当
事
者
は
、

後
の
「
密
約
」
へ
の
端
緒
を
ひ
ら
く
解
決
策
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
五
節
は
、
刑
事
裁
判
権
を
め
ぐ
り
、
国
連
軍
協
定
交
渉
で
検
討
さ
れ
た
方
法
並
び
に
内
容
が
、
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
を
め
ぐ

る
密
約
と
し
て
結
実
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
安
保
改
定
に
関
連
す
る
密
約
の
原
型
を
な
す
こ
と
も
検
証
す
る
。
名
を
棄
て
、
実
を
と
る
ア



一
四
〇

メ
リ
カ
、
密
約
が
ば
れ
な
い
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
、
表
面
的
に
は
日
本
側
の
主
張
が
す
べ
て
通
っ
た
か
の
よ
う
に
装
う
日
本
。
密
約
が
生

み
出
さ
れ
る
構
造
的
問
題
の
原
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二　

行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正

行
政
協
定
第
十
七
条
改
正
交
渉
に
い
た
る
経
緯

　

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、
日
米
安
保
条
約
の
実
施
規
定
と
し
て
発
効
し
た
日
米
行
政
協
定
第
十
七
条
の
刑
事
裁
判
権
条
項
は
、
日
本

に
駐
留
す
る
米
軍
所
属
員
の
犯
し
た
罪
に
つ
い
て
、
米
軍
当
局
に
専
属
的
裁
判
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た

（
６
）。

た
だ
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ

は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
発
効
ま
で
の
過
渡
的
な
措
置
で
あ
り
、
同
条
に
は
、
そ
の
改
正
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
条

第
五
項
は
、
も
し
日
米
行
政
協
定
の
発
効
後
一
年
以
内
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
が
発
効
し
な
い
場
合
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
か
ら
の
要
請
が
あ
れ

ば
、
刑
事
裁
判
権
の
問
題
を
再
考
慮
す
る
こ
と
も
約
束
し
て
い
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
は
、
日
米
行
政
協
定
発
効
後
一
年
に
あ
た
る
一
九
五
三
年
四
月
二
七
日
の
時
点
で
は
、
ま
だ
発
効
し
て
い
な
か
っ
た
。

同
年
四
月
上
旬
、
米
上
院
外
交
委
員
会
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
審
議
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
同
協
定
は
遠
か
ら
ず
批
准
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
政
府
は
、
四
月
一
四
日
、
岡
崎
勝
男
外
務
大
臣
か
ら
マ
ー
フ
ィ
ー
大
使
宛
の
書
簡
で
、
同
協
定
第
十
七
条

第
一
項
に
基
づ
き
、
刑
事
裁
判
権
条
項
を
修
正
し
た
い
と
米
政
府
に
正
式
に
申
し
入
れ
る
。
こ
れ
に
は
日
本
側
提
案
も
添
付
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
内
容
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
と
同
趣
旨
で
あ
っ
た

（
７
）。

　

米
政
府
は
、
四
月
一
六
日
、
日
本
の
申
し
出
を
了
承
し
た
旨
回
答
し
て
き
た
。
上
院
外
交
委
員
会
は
、
同
月
二
三
日
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定

を
可
決
す
る
。
そ
の
後
、
上
院
本
会
議
で
の
同
協
定
の
審
議
は
、
特
に
そ
の
第
七
条
の
刑
事
裁
判
権
条
項
を
め
ぐ
り
議
論
が
長
引
き
、
結
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一
四
一

局
七
月
一
五
日
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
上
院
を
通
過
し
た
。
ド
ワ
イ
ト
・
Ｄ
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
の
署
名
を
得
て
、
七
月
二
四
日
、

批
准
書
が
寄
託
さ
れ
、
そ
の
三
〇
日
後
の
八
月
二
三
日
、
同
協
定
は
発
効
す
る
に
い
た
っ
た
。

米
側
案
の
提
示

　

八
月
一
七
日
に
い
た
り
、
先
の
四
月
一
四
日
付
の
書
簡
に
対
す
る
返
書
が
米
側
か
ら
手
交
さ
れ
た
。
八
月
一
九
日
以
降
、
外
務
・
法
務

両
省
は
、
米
側
と
十
数
回
に
わ
た
り
非
公
式
会
談
を
行
い
、
九
月
一
二
日
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
問
題
に
日
米
間
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。

九
月
二
八
日
に
正
式
会
談
が
開
催
さ
れ
、
妥
結
案
が
採
択
さ
れ
た

（
８
）。

　

米
側
返
書
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
協
定
の
交
渉
を
直
ち
に
始
め
る
よ
う
要
請
し
、
同
時
に
、
米
側
議
定
書
案
が
添

付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
案
の
第
十
七
条
第
三
項
に
は
、
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
利
が
日
米
間
で
競
合
す
る
場
合
、
そ
れ
を
調
整
す
る
規
定

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
同
項
は
⒜
か
ら
⒞
ま
で
あ
る
。
⒜
に
は
、
ア
メ
リ
カ
が
第
一
次
の
裁
判
権
を
有
す
る
場
合
が
規
定
さ
れ
、
も
っ

ぱ
ら
米
軍
の
財
産
も
し
く
は
安
全
の
み
に
対
す
る
罪
、
ま
た
は
、
も
っ
ぱ
ら
米
軍
構
成
員
間
の
身
体
・
財
産
の
み
に
対
す
る
罪
が
対
象
で

あ
る
。
⒝
に
は
、
⒜
以
外
の
罪
に
つ
い
て
、
日
本
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
と
あ
る
。
⒞
は
裁
判
権
放
棄
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
同
項
は
、

全
体
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
そ
の
ま
ま
と
い
っ
て
よ
い

（
９
）。

　

た
だ
し
、
こ
の
第
三
項
⒞
に
は
、
左
の
よ
う
な
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
行
政
協
定
第
十
七
条
を
改
正
す
る
議
定
書
に

関
す
る
公
式
議
事
録
米
案
」
も
添
付
さ
れ
て
い
た
。

日
本
国
政
府
は
、
日
本
国
に
と
つ
て
特
に
重
大
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
外
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
若
し
く
は
軍
属
又



一
四
二

は
そ
れ
ら
の
家
族
に
対
し
て
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一
次
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
も
の
と
す
る
。（
中
略
）
事
件

が
日
本
国
政
府
に
と
つ
て
特
に
重
大
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
日
本
国
政
府
は
、
そ
の
事
件
に
つ
い
て
裁
判
権
を
行
使
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を
合
衆
国
の
当
局
に
通
告
す
る
も
の
と
す
る（

（1
（

。

　

こ
の
内
容
で
は
、
日
本
に
と
っ
て
特
に
重
大
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
日
本
に
第
一
次
裁
判
権
が
な
い
よ
う
に
読
め
る
。
こ
の
点

を
日
本
側
は
最
大
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
た
。
こ
の
米
側
提
案
を
分
析
し
た
外
務
省
の
松
平
康
東
参
与
（
日
本
側
首
席
交
渉
官
）
は
、「
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
、
従
つ
て
本
件
議
定
書
の
原
則
を
実
質
的
に
根
本
か
ら
く
つ
が
え
し
、
行
政
協
定
改
訂
の
趣
旨
と
背
馳
す
る
や
に
見
え
、
若

し
し
か
ら
ば
（
あ
る
い
は
米
国
防
省
及
び
軍
側
の
無
理
押
し
な
る
や
も
知
れ
ず
）
問
題
は
重
大
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。」
と
記
し
て
い
る（

（1
（

。

こ
の
点
、
米
側
は
原
案
作
成
時
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
方
式
の
転
換
を
め
ざ
し
て
い
た（

（1
（

。

　

刑
事
裁
判
権
の
運
用
に
あ
た
る
法
務
省
は
、「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
方
式
に
て
は
日
本
側
が
公
務
外
に
行
わ
れ
た
米
軍
人
の
犯
罪
に
つ
き
第
一
次

裁
判
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
の
に
対
し
、
米
側
議
事
録
案
は
、
日
本
国
政
府
は
、
例
外
的
場
合
を
除
き
、
右
裁
判
権
を
行
使
し

な
い
も
の
と
し
、
右
例
外
的
に
日
本
国
政
府
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
希
望
を
、
米
当
局
に
通
告
す
る
こ
と
を
示
し
、
こ

の
通
告
の
形
式
等
に
つ
い
て
は
、
特
に
規
定
せ
ず
、
合
同
委
員
会
が
定
め
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
条
項
に
対
し
て
は
、
右
は
行

政
協
定
改
訂
の
意
義
を
没
却
す
る
も
の
と
し
て
」、
米
側
議
事
録
案
に
強
硬
に
反
対
し
た（

（1
（

。

　

八
月
一
九
日
、
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
を
め
ぐ
る
第
一
回
非
公
式
会
談
が
開
か
れ
、
日
本
側
は
米
側
提
案
を
受
諾
で
き
な
い
旨
を

伝
え
た（

（1
（

。
そ
の
理
由
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
で
派
遣
国
に
第
一
次
裁
判
権
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
き
わ
め
て
例
外
的
で

あ
り
、
受
入
国
に
広
範
な
第
一
次
裁
判
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
米
側
提
案
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
日
本
側
に
第
一
次
裁
判
権
は



在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
（
信
夫
）

一
四
三

な
く
、
例
外
的
に
日
本
に
と
っ
て
特
に
重
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
裁
判
権
を
行
使
で
き
る
と
な
っ
て
い
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定

の
原
則
（
す
べ
て
の
犯
罪
に
つ
い
て
受
入
国
に
裁
判
権
が
あ
る
）
と
、
例
外
的
に
派
遣
国
の
裁
判
権
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
が
、
逆
転
し
て
い

る
と
い
う
の
だ
。
こ
の
結
果
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
原
則
を
貫
き
た
い
法
務
省
と
、
同
協
定
を
骨
抜
き
に
し
た
い
と
考
え
る
ア
メ
リ
カ
と
の

間
に
立
ち
、
外
務
省
は
妥
協
点
を
探
る
こ
と
と
な
る
。

妥
協
案
の
模
索

　

八
月
二
一
日
、
外
務
省
の
三
宅
喜
二
郎
参
事
官
と
ジ
ュ
ー
ル
ス
・
バ
ッ
シ
ン
在
京
米
大
使
館
法
律
顧
問
が
、
昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
こ

の
問
題
を
話
し
合
っ
た
。
日
米
と
も
こ
の
問
題
に
な
る
べ
く
早
く
決
着
を
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
た
。
も
し
交
渉
が
長
引
け
ば
、
行
政
協

定
の
刑
事
裁
判
権
条
項
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
並
み
に
改
正
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
国
民
が
、
同
協
定
と
は
異
な
る
無
理
な
要
求
を
米
側
が

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
抱
く
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
で
は
日
米
関
係
を
そ
こ
な
い
か
ね
な
い
。

　

バ
ッ
シ
ン
が
そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
尋
ね
る
と
、
三
宅
は
米
側
公
式
議
事
録
案
の
撤
回
を
希
望
し
た
。
こ
れ
に
バ
ッ
シ
ン
は
、

「
日
本
の
第
一
次
裁
判
権
行
使
の
程
度
に
関
す
る
日
本
政
府
の
方
針
を
公
式
会
議
の
席
上
日
本
側
代
表
が
陳
述
し
、
そ
れ
を
同
会
議
の
記

録
（
両
国
代
表
が
最
后
に
イ
ニ
シ
ア
ル
す
る
）
に
と
ど
め
る
方
式
は
ど
う
か
」
と
尋
ね
た
。
三
宅
は
個
人
的
意
見
で
あ
る
と
断
り
な
が
ら
、「
そ

の
記
録
が
極
秘
扱
い
を
さ
れ
る
な
ら
ば
、
右
の
方
式
は
、
日
本
側
と
し
て
も
考
慮
し
得
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
米
案
の
よ
う
に
、
日
本
側
第
一
次
裁
判
権
の
行
使
を
特
に
重
要

9

9

9

9

な
も
の
に
限
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
私
見

で
あ
る
が
、
マ
イ
ナ
ー
、
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
第
一
次
裁
判
権
を
行
使
す
る
積
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
位
な
ら
ば
陳
述
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。」（
◦
印
は
原
文
の
強
調
。）
と
答
え
た（

（1
（

。
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こ
れ
が
最
終
的
な
解
決
案
の
原
型
と
な
る
。
ま
ず
、
方
法
と
し
て
、
公
式
議
事
録
に
載
せ
る
の
で
は
な
く
、
公
式
会
議
の
席
上
、
日
本

政
府
の
方
針
を
日
本
側
が
陳
述
し
、
そ
れ
を
極
秘
扱
い
に
す
る
。
ま
た
、
内
容
は
、
第
一
次
裁
判
権
を
最
初
か
ら
放
棄
し
た
か
の
よ
う
な

表
現
は
日
本
側
に
と
っ
て
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
の
で
、
重
大
で
な
い
犯
罪
の
場
合
も
日
本
側
に
第
一
次
裁
判
権
は
あ
る
が
、
通
常
は
そ
の

権
利
を
行
使
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
陳
述
で
済
ま
そ
う
と
い
う
の
だ
。
バ
ッ
シ
ン
は
、
口
頭
の
了
解
で
は
誤
解
や
解
釈
の
誤
り
を
生

む
お
そ
れ
が
あ
り
、
文
書
化
を
求
め
た
。
ま
た
、
極
秘
扱
い
は
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
た
め
、
両
国
代
表
が
交
渉
議
事
録
に
署
名
あ
る

い
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
す
る
方
法
を
提
案
し
た
。
バ
ッ
シ
ン
か
ら
国
務
省
へ
の
同
会
談
の
報
告
に
は
、
軽
微
な
事
件
に
つ
い
て
裁
判
権
を
行
使

し
な
い
と
の
日
本
側
口
頭
了
解
は
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
と
あ
る
。

　

八
月
二
五
日
、
三
宅
と
バ
ッ
シ
ン
は
さ
ら
に
妥
協
案
を
模
索
し
た
。
バ
ッ
シ
ン
は
米
側
提
案
を
記
し
た
以
下
の
メ
モ
を
三
宅
に
手
交
す

る
。
米
側
は
第
一
次
裁
判
権
の
放
棄
を
議
事
録
に
書
く
と
い
う
形
式
に
は
執
着
せ
ず
、
他
の
可
能
な
形
式
、
た
と
え
ば
、
交
換
公
文
か
米

大
使
館
に
対
す
る
一
方
的
書
簡
で
も
よ
い
。
内
容
は
、「
米
側
の
提
案
し
た
放
棄
に
関
す
る
議
事
録
案
の
内
容
を
含
み
且
つ
日
本
側
の
見

地
か
ら
適
当
と
認
め
ら
れ
る
放
棄
に
関
す
る
方
針
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
大
使
館
を
［
に
］
示
す（

（1
（

」。

　

米
側
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
メ
モ
を
読
ん
だ
三
宅
は
笑
み
を
浮
か
べ
、「
氷
は
破
ら
れ
た
（
“the ice is broken.

”）
と
思
わ
れ
る
」、
と

述
べ
た
と
い
う
。
三
宅
が
記
し
た
会
談
要
録
で
は
、「
交
換
公
文
又
は
一
方
的
書
簡
の
方
法
は
、
日
本
側
と
し
て
不
可
能
で
あ
り
、
問
題

に
な
ら
な
い
。
公
式
会
議
等
の
席
上
、
第
一
次
裁
判
権
の
実
際
的
運
用
の
方
針
乃
至
見
透
し
を
一
方
的
に
陳
述
す
る
位
の
こ
と
な
ら
ば
、

法
務
省
も
同
意
す
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
答
え
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
点
、
米
側
記
録
で
は
、
三
宅
は
、
合
意
さ
れ
た
陳
述
を
秘
密
の
交
渉
議
事

録
に
入
れ
、
こ
れ
に
両
国
代
表
が
署
名
あ
る
い
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
す
る
方
法
を
指
摘
し
て
い
る
。
日
本
の
政
策
が
明
確
な
こ
と
を
米
側
に
満

足
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
妥
協
案
と
し
て
、
三
宅
は
秘
密
了
解
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
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内
容
に
つ
い
て
、
三
宅
は
、
裁
判
権
放
棄
に
関
す
る
米
側
提
案
を
受
諾
可
能
だ
と
し
た
。
た
だ
、
い
か
な
る
事
件
が
日
本
側
に
と
っ
て

重
要
な
の
か
、
そ
の
決
定
権
を
日
本
側
が
有
す
る
場
合
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
バ
ッ
シ
ン
も
米
側
提
案
は
そ
れ
を
意
図
し
て
お
り
、

日
本
側
当
局
が
、
最
大
限
の
裁
量
で
、
訴
追
さ
れ
る
場
合
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
特
に
重
要
な
事
件
と
は
何
か
を
決
定
し
て
も
ら
え
る

と
思
う
と
述
べ
た
。
三
宅
は
、
そ
の
点
、
十
分
に
承
知
し
て
い
る
、
と
答
え
て
い
る
。

　

こ
の
会
談
を
受
け
、
バ
ッ
シ
ン
は
日
本
側
の
立
場
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。
裁
判
権
の
放
棄
に
関
す
る
米
側
の
立
場
を
議
事

録
か
ら
削
除
す
る
。
そ
の
代
わ
り
、
そ
れ
を
交
渉
議
事
録
の
秘
密
の
記
録
に
盛
り
込
む
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
特
に
重
要
な
事
件
と
は
何

か
を
日
本
側
が
決
定
で
き
る
と
の
了
解
を
盛
り
込
ん
だ
案
で
あ
れ
ば
、
日
本
側
は
受
け
い
れ
可
能
で
あ
る
。
三
宅
参
事
官
が
作
成
し
た
日

本
側
代
表
陳
述
案
は
以
下
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
規
定
の
実
際
上
の
運
用
に
関
し
、
日
本
国
の
当
局
は
、
日
本
国
に
と
っ
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
件
を
除

き
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
、
並
び
に
そ
れ
ら
の
家
族
に
対
し
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一
次
の
権
利
を
行
使
す
る
意
思
を
通

常
有
し
な
い
旨
こ
ゝ
に
陳
述
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

八
月
二
六
日
午
後
、
こ
の
案
を
法
務
省
の
検
討
に
ま
わ
し
た
と
こ
ろ
、
左
の
よ
う
な
法
務
省
側
の
最
終
譲
歩
案
が
示
さ
れ
た
。

日
本
側
に
お
い
て
い
か
な
る
事
情
に
て
ら
し
て
も
重
要
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
事
件

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
は
、
日
本
側
と
し
て
は
裁
判
権

を
行
使
す
る
第
一
次
的
の
権
利
を
行
使
す
る
意
図
を
通
常
有
し
な
い（

（2
（

。（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
強
調
。）
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傍
点
が
示
す
よ
う
に
、
第
一
次
裁
判
権
を
行
使
す
る
意
図
が
な
い
場
合
を
き
び
し
く
制
限
し
て
い
る
。
二
七
日
夜
、
松
平
参
与
は
、
こ

の
案
を
も
っ
て
、
在
京
米
大
使
館
の
Ｊ
・
グ
ラ
ハ
ム
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
参
事
官
と
交
渉
し
た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
国
務
省
か
ら
原
案

を
堅
持
す
べ
き
だ
と
い
う
強
硬
な
訓
令
が
き
て
い
る
と
い
う（

（2
（

。
米
側
は
日
本
側
対
案
に
賛
成
し
な
か
っ
た（

（2
（

。
こ
の
時
点
で
、
交
渉
は
決
裂

の
危
機
に
瀕
す
る（

（2
（

。

　

米
側
は
な
ぜ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
明
ら
か
に
反
す
る
よ
う
な
案
を
日
本
側
に
要
求
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
謎
を
解
く
鍵
と
な
る
の
は
、

八
月
二
九
日
の
非
公
式
会
談
で
、
米
側
が
、「
日
本
と
交
渉
中
の
米
提
案
と
同
一
の
協
定
が
既
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
一
国
と
の
間
に
成
立
し
お

れ
る
こ
と
及
び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
他
の
二
国
と
の
間
に
は
同
様
の
協
定
の
交
渉
継
続
中
な
る
こ
と
を
正
式
に
極
秘
の
含
と
し
て
確
言
し
得
べ
し
」

と
述
べ
て
い
る
点
だ（

（2
（

。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
国
々
と
同
様
の
取
り
扱
い
に
し
よ
う
と
、
米
側
は
強
硬
な
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

最
終
協
定
案

　

八
月
二
九
日
、
米
側
は
、
日
本
側
代
表
に
よ
る
口
頭
陳
述
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
案
を
提
示
し
た
。
以
下
は
、
英
文
か
ら
の
翻
訳

で
あ
る
。

議
定
書
第
三
項
の
規
定
の
実
際
上
の
運
用
に
関
し
、
私
は
、
日
本
国
の
当
局
の
方
針

0

0

と
し
て
、
日
本
国
に
と
つ
て
例
外
的
に
重
要

0

0

0

0

0

0

で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
件
を
除
き
、
通
常
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
若
し
く
は
軍
属
又
は
そ
れ
ら
の
家
族
で
合
衆
国
の
軍
法
に
服
す

る
も
の
に
対
し
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一
次
の
権
利
を
行
使
す
る
意
図
を
有
し
な
い
旨
陳
述
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（（
（2
（

傍

点
は
筆
者
に
よ
る
強
調
。）
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こ
の
案
は
、
先
の
三
宅
参
事
官
が
作
成
し
た
日
本
案
に
近
い
。
日
本
国
の
当
局
の
「
方
針
」
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
傍
点
の
「
例

外
的
に
重
要
」（exceptional im

portance

）
が
、
三
宅
案
で
は
、「
特
に
重
要
」
と
な
っ
て
い
た（

（2
（

。
最
終
的
に
は
、「
実
質
的
に
重
要
」

（m
aterial im

portance

）
と
な
る
。
九
月
八
日
、
日
本
側
代
表
に
よ
る
一
方
的
陳
述
の
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
確
定
さ
れ
た
。

議
定
書
第
三
項
の
規
定
の
実
際
上
の
運
用
に
関
し
、
私
は
、
日
本
国
の
当
局
が
方
針
と
し
て
、
日
本
国
に
と
つ
て
実
質
的
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
件
を
除
き
、
通
常
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
若
し
く
は
軍
属
又
は
そ
れ
ら
の
家
族
で
合
衆
国
の
軍
法
に
服
す

る
も
の
に
対
し
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一
次
の
権
利
を
行
使
す
る
意
図
を
有
し
な
い
旨
陳
述
す
る
こ
と
が
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（（
（2
（

傍
点
は
筆
者
に

よ
る
強
調
。）

　

こ
の
最
終
案
は
、
合
同
委
員
会
日
本
側
代
表
で
あ
る
松
平
参
与
の
一
方
的
陳
述
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
日
本

側
は
、
そ
の
陳
述
を
さ
ら
に
一
段
下
げ
る
よ
う
要
請
し
、
米
側
も
そ
れ
を
受
諾
し
た
。
そ
の
結
果
、
合
同
委
員
会
の
下
部
組
織
で
あ
る
裁

判
権
小
委
員
会
刑
事
部
会
で
、
日
本
側
代
表
の
津
田
實
法
務
省
総
務
課
長
が
陳
述
す
る
形
と
な
っ
た
。
日
本
側
の
強
い
希
望
に
よ
り
、
こ

の
文
書
は
部
外
秘
と
な
り
、
配
布
先
も
限
定
さ
れ
た（

（2
（

。
津
田
総
務
課
長
の
陳
述
は
、
そ
の
議
事
を
合
同
委
員
会
本
会
議
に
報
告
す
る
に
と

ど
め
、
議
定
書
本
文
、
議
定
書
公
式
議
事
録
、
正
式
会
談
議
事
録
の
い
ず
れ
に
も
掲
載
し
な
い
扱
い
と
な
る
。
津
田
課
長
の
陳
述
は
、
公

式
文
書
か
ら
ま
っ
た
く
除
か
れ
、
秘
密
文
書
と
な
っ
た
。

　

最
終
案
で
は
、
他
に
も
、「
陳
述
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
て
い
る
。」
か
ら
「
陳
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
へ
と
表
現
が
変
更
さ
れ
た
。

「
許
可
さ
れ
て
い
る
。」
で
は
、
津
田
課
長
の
上
職
よ
り
陳
述
を
許
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
。
そ
れ
を
「
陳
述
す
る
こ
と



一
四
八

が
で
き
る
。」
と
し
、
津
田
課
長
自
身
の
陳
述
と
な
っ
た
。
こ
の
点
も
一
段
下
げ
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
側
の
第
一
次
裁
判
権
の
範
囲
に
つ
い
て
、
日
米
間
の
違
い
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
米
側
原
案
は
、
日
本
に
と
っ
て
特
に
重
要
な

事
件
を
除
き
、
日
本
政
府
は
、
第
一
次
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
と
の
了
解
事
項
を
公
式
議
事
録
に
盛
り
込
む
、
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
側
の
第
一
次
裁
判
権
の
範
囲
は
、
特
に
重
要
な
事
件
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
採
択

さ
れ
た
日
本
案
で
は
、
日
本
政
府
が
実
質
的
に
見
て
日
本
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
認
め
る
（
こ
の
認
定
は
日
本
側
当
局
の
専
権
に
属
す
る
）

事
件
以
外
は
、
通
常
、
第
一
次
裁
判
権
を
行
使
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
の
運
用
上
の
方
針
を
、
合
同
委
員
会
裁
判
権
小
委
員
会
刑
事
部
会

で
日
本
側
代
表
が
一
方
的
に
陳
述
す
る
、
と
な
っ
た
。
す
べ
て
の
事
件
に
つ
い
て
、
日
本
側
の
第
一
次
裁
判
権
は
あ
る
が
、
運
用
の
方
針

と
し
て
、
重
要
事
件
以
外
、
そ
の
裁
判
権
を
行
使
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

九
月
一
七
日
、
岡
崎
外
務
大
臣
と
ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
ア
リ
ソ
ン
駐
日
大
使
と
の
会
談
が
行
わ
れ
た
。
ア
リ
ソ
ン
は
、
刑
事
裁
判
権
に
関
し
、

こ
の
協
定
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
日
本
側
が
最
大
限
柔
軟
で
あ
り
、
か
つ
、
日
本
側
が
実
際
に
裁
判
権
の
行
使
を
希
望
す
る
事
件
の
件
数

も
、
極
力
少
な
く
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
こ
れ
に
岡
崎
は
、「
重
要
な
の
は
、
日
本
側
に
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
日
本
側
に
と
っ
て
真
に
重
要
な
重
大
事
件
を
除
き
、
日
本
側
官
憲
は
裁
判
権
を
行
使
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
と
確

信
し
て
い
ま
す
。」
と
答
え
た
。
続
け
て
、「
昨
年
の
神
戸
で
の
英
水
兵
事
件
は
、
多
く
の
こ
と
を
双
方
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
述
べ
、

「
ご
心
配
い
り
ま
せ
ん
」
と
付
け
加
え
た（

（2
（

（
英
水
兵
事
件
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。

　

以
上
の
交
渉
を
振
り
返
っ
て
、
日
米
い
ず
れ
が
実
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
月
一
一
日
、
懸
案
事
項
が
す
べ
て
解
決
し
た
後
の
松
平
・

パ
ー
ソ
ン
ズ
会
談
で
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、「
今
次
行
政
協
定
改
定
交
渉
に
お
い
て
は
、
最
初
の
米
側
提
案
は
殆
ん
ど
全
部
撤
回
し
た
か
又

は
重
大
な
修
正
を
受
け
、
大
体
日
本
側
提
案
に
よ
る
こ
と
と
な
つ
た
」
と
語
っ
て
い
る（

（3
（

。
米
側
は
、
文
書
の
形
式
に
は
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
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一
四
九

ず
、
重
要
で
な
い
事
件
の
場
合
、
日
本
側
か
ら
第
一
次
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
の
実
質
的
な
保
証
を
得
る
こ
と
に
全
力
を
注
い
だ
。
そ

の
保
証
が
得
ら
れ
れ
ば
、
形
式
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
保
証
し
た
か
ら
こ
そ
、
津
田
課
長
の
一
方
的
陳
述
の
文
書
は
秘
密
扱
い
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
交
渉
の
実
を
得
た
の
は
米
側
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
と
も
な
い
、
行
政
協
定
も
日
米
地
位
協
定
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
改
正
行
政
協
定
第
十
七
条

は
、
そ
の
ま
ま
地
位
協
定
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
協
定
第
十
七
条
改
正
で
の
密
約
は
、
今
日
ま
で
そ
の
ま
ま
受
け

継
が
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　

こ
う
し
た
密
約
の
形
式
は
、
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
交
渉
で
初
め
て
登
場
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
五
二
年
の
国
連
軍
協
定
交

渉
で
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
す
で
に
協
議
さ
れ
て
い
た
。
次
節
で
は
、
国
連
軍
協
定
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
経
緯
を
ま
ず
明
ら
か

に
し
た
い
。

三　

暫
定
協
定
案
と
吉
田
書
簡

日
本
の
主
権
回
復
と
国
連
軍

　

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、
日
本
の
主
権
は
回
復
さ
れ
、
日
本
か
ら
占
領
軍
は
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
主
権
回
復
時
、
占
領
軍
で
は
な

く
な
っ
た
国
連
軍
へ
の
対
応
は
泥
縄
的
と
な
る
。
三
月
一
二
日
、
日
本
側
は
試
案
（
西
村
熊
雄
条
約
局
長
の
試
案
）
を
提
示
し
、
米
政
府
に

早
急
に
交
渉
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
た
だ
、
そ
の
後
、
具
体
的
な
協
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
発
効
す
る
前
日
の
四
月
二
七
日
に
な
っ
て
、
米
側
は
、
マ
シ
ュ
ー
・
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
国
連
軍
司
令
官

が
署
名
し
た
外
務
大
臣
宛
の
書
簡
を
持
参
し
た
。
そ
れ
に
は
、「（
イ
）
所
要
の
協
定
は
、
平
和
条
約
発
効
後
九
十
日
内
に
必
ず
締
結
す
る
。



一
五
〇

（
ロ
）
施
設
、
役
務
、
裁
判
権
及
び
経
費
に
つ
い
て
、
平
和
条
約
発
効
か
ら
協
定
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
暫
定
的
に
現
状
で
ゆ
き
、

協
定
が
で
き
れ
ば
、
協
定
に
従
つ
て
さ
つ

0

0

及
し
て
調
整
で
き
る
。（
ハ
）
リ
司
令
官
の
書
簡
と
外
務
大
臣
の
返
簡
は
日
本
政
府
と
関
係
連

合
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を
構
成
す
る
。」（
傍
点
は
原
文
に
あ
る
。）
と
あ
っ
た（

（3
（

。
国
連
軍
に
対
す
る
刑
事
裁
判
権
に
絞
っ
て
、
こ
の
問
題

の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
日
本
の
主
権
回
復
後
も
米
側
が
国
連
軍
を
代
表
し
て
日
本
側
と
の
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
朝

鮮
戦
争
勃
発
時
の
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
で
、
米
軍
に
統
一
司
令
部
の
司
令
官
を
要
請
し
、
米
側
が
受
諾
し
た
経
緯
に
よ
る
。

　

こ
の
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
の
書
簡
に
、
日
本
側
は
、
翌
二
八
日
、
米
案
に
対
す
る
意
見
書
を
添
え
、
対
案
を
提
示
し
た
。
意
見
書
の
中
で
、

ま
ず
形
式
に
つ
い
て
、
交
換
公
文
が
日
本
政
府
と
関
係
連
合
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を
構
成
す
る
と
の
条
項
は
、
対
国
会
関
係
か
ら
削
除

す
べ
き
で
あ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
刑
事
裁
判
権
に
つ
い
て
は
、
現
状
通
り
は
不
可
で
あ
り
、
日
本
側
が
希
望
す
る
原
則
が

掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
国
連
軍
側
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
の
は
、
施
設
内
で
の
犯
罪
、
施
設
外
で
は
公
務
中
の
犯
罪
で
あ
る
か
、
す
べ
て
の

関
連
当
事
者
が
国
連
軍
関
係
者
で
あ
る
犯
罪
の
場
合
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
な
ら
っ
て
い
た（

（3
（

。

　

日
本
側
の
意
見
書
と
対
案
を
受
領
し
た
米
側
は
、
直
ち
に
、
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
司
令
官
の
二
七
日
付
け
書
簡
を
非
公
式
な
も
の
と
み
な
し

て
く
れ
る
よ
う
連
絡
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
側
の
意
見
書
及
び
対
案
も
非
公
式
扱
い
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

二
八
日
の
午
後
八
時
、
岡
崎
勝
男
外
務
大
臣
は
ド
イ
ル
・
ヒ
ッ
キ
ー
国
連
軍
参
謀
長
と
会
談
し
た
。
岡
崎
は
、
最
終
協
定
は
、
こ
こ
三

～
四
週
間
で
で
き
る
か
ら
、
現
在
、
交
渉
を
行
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
ヒ
ッ
キ
ー
は
、「
交
渉
が
さ
れ

て
い
る
間
四
月
二
十
八
日
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
つ
づ
け
る
こ
と
を
書
面
に
し
て
お
き
た
い
」
と
希
望
し
、
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
国
連
軍
司
令
官
か

ら
吉
田
総
理
宛
の
書
簡
案
が
手
交
さ
れ
た
。
同
書
簡
案
は
、
暫
定
措
置
と
し
て
、
施
設
、
役
務
、
裁
判
権
、
経
費
な
ど
を
一
応
従
前
通
り
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一
五
一

で
ゆ
く
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
岡
崎
は
、「
ス
テ
ー
タ
ス
・
コ
［
現
状
維
持
］
を
強
調
す
る
の
は
嫌
だ
」
と
い
い
き
っ
た（

（3
（

。
こ
の
会
談

を
受
け
、
事
務
レ
ベ
ル
で
あ
ら
た
め
て
書
簡
案
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
書
簡
（
往
復
と
も
）
案
は
、
四
月
三
〇
日
、
日
本
側
か

ら
米
側
に
手
交
さ
れ
、
若
干
の
修
文
を
経
て
確
定
し
た
。

暫
定
交
換
公
文
案

　

書
簡
案
（
交
換
公
文
の
形
を
と
っ
て
い
る
）
は
、
日
本
側
で
は
、
五
月
一
三
日
、
閣
議
決
定
が
行
わ
れ
た（

（3
（

。「
国
際
連
合
軍
司
令
官
か
ら
日

本
国
外
務
大
臣
あ
て
の
来
簡
案
」
の
刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
第
二
パ
ラ
グ
ラ
フ
⒞
は
以
下
と
な
っ
て
い
た
。

裁
判
権
は
、
前
記
の
軍
隊
（
軍
隊
の
構
成
員
及
び
そ
の
家
族
を
含
む
。）
に
対
し
て
従
前
の
よ
う
に

0

0

0

0

0

0

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
裁
判

権
又
は
与
え
ら
れ
る
特
別
待
遇
に
関
す
る
い
か
な
る
事
項
も
、
一
関
係
政
府
の
要
請
が
あ
る
と
き
は
、
日
本
国
政
府
と
当
該
国
際
連

合
加
盟
国
政
府
と
の
間
の
二
国
間
の
交
渉
の
主
題
と
し
、
且
つ
、
合
意
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

了
解
さ
れ
る（

（3
（

。（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
強
調
。
な
お
傍
点
の
英
文
は
、in the sam

e m
anner as heretofore

で
あ
る
。）

　

日
本
側
作
成
の
「
来
簡
要
旨
」
で
、
裁
判
権
に
関
す
る
部
分
は
、「
裁
判
権
の
従
前
ど
お
り
の
行
使
。
但
し
、
裁
判
権
及
び
特
典
に
関

し
て
は
、
一
関
係
政
府
が
要
請
す
れ
ば
必
ず
二
国
間
に
協
議
し
そ
の
決
定
に
従
つ
て
処
理
す
る
。（
こ
れ
は
、
事
件
毎
に
日
本
政
府
か
ら
要
求

し
て
協
議
し
て
処
理
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
こ
う
し
た
も
の
で
あ
る
。）」
と
あ
る
。

　

こ
の
往
復
書
簡
案
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
五
月
一
一
日
夜
、
広
島
県
呉
地
区
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
兵
士
三
名
が
事
件
を
起
こ
し
、



一
五
二

日
本
側
に
逮
捕
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
外
務
省
の
杉
浦
宏
文
書
課
長
と
在
京
米
大
使
館
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｂ
・

フ
ィ
ン
書
記
官
が
協
議
し
た
。
フ
ィ
ン
は
、「
右
兵
士
三
名
は
い
ま
だ
日
本
側
が
留
置
し
て
い
る
が
、
暫
定
措
置
に
お
い
て
は
、
原
則
的

に
は
裁
判
管
轄
権
は
従
来
の
通
り
で
あ
っ
て
、
た
ゞ
一
方
の
政
府
が
要
求
す
る
と
き
に
は
じ
め
て
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
交
渉
の
対
象
と

な
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
日
本
側
よ
り
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
側
に
引
渡
す
べ
き
筈
の
も
の
と
思
う
」
と
述
べ
た（

（3
（

。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
、
五
月
一
三
日
、
フ
ィ
ン
書
記
官
・
重
光
晶
条
約
局
第
三
課
長
・
杉
浦
文
書
課
長
が
会
談
し
た
。
日
本
側
は
、「
ア

メ
リ
カ
側
で
は
暫
定
措
置
に
つ
い
て
の
書
簡
交
換
の
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
部
分
を
、
原
則
的
に
は
管
轄
権
が
従
来
の
如
く
軍
側
に
あ
り
、

関
係
国
の
一
つ
が
特
別
扱
い
等
を
要
求
し
た
時
は
じ
め
て
二
国
間
の
交
渉
案
件
に
な
る
と
解
し
て
い
ら
れ
る
そ
う
だ
が
、
日
本
側
は
こ
の

箇
所
を
西
村
局
長
の
意
見
書
の
内
容
に
即
し
て
解
す
る
立
前
を
と
っ
て
い
る
。
故
に
こ
の
事
件
の
如
く
明
ら
か
に
犯
人
が
所
属
区
域
を
離

れ
公
務
以
外
の
目
的
で
な
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
裁
判
権
を
日
本
側
に
あ
り
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る（

（3
（

。
米
側
記
録
で
は
、

日
本
側
は
、as heretofore

と
は
暫
定
協
定
案
に
署
名
す
る
以
前
で
あ
る
と
主
張
し
た
と
い
う（

（3
（

。

　

フ
ィ
ン
・
重
光
・
杉
浦
会
談
に
戻
る
と
、
フ
ィ
ン
書
記
官
は
、「
日
本
側
の
い
う
様
に
解
釈
す
る
こ
と
は
文
面
よ
り
見
て
不
可
能
で
あ
り
、

英
連
邦
諸
国
は
当
然
管
轄
権
が
原
則
と
し
て
自
国
側
に
あ
り
と
主
張
し
て
引
渡
し
を
要
求
す
べ
く
、
自
分
は
日
本
の
立
場
に
同
情
は
す
る

が
、
理
論
上
英
連
邦
側
に
賛
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、as heretofore

と
は
『
四
月
二
十
八
日
以
前
の
通
り
』
と
い
う
意
味
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
西
村
局
長
か
ら
も
確
言
を
得
て
い
る
。」
と
応
酬
し
た（

（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、as heretofore

と
は
い
つ
か
ら
を
指
す
の
か
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
四
月
二
八
日
以
前
と
そ
の
後
で
は
、
国
連
軍
の
法

的
地
位
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
を
め
ぐ
っ
て
、
日
米
間
で
お
お
き
な
考
え
方
の
違
い
が
生
じ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
だ
け
で
は
、

日
本
側
が
何
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
か
、
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
側
の
主
張
を
さ
ら
に
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追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

翌
一
四
日
の
杉
浦
・
フ
ィ
ン
会
談
で
、
杉
浦
は
、「
我
方
は
裁
判
管
轄
権
が
従
来
通
り
と
い
う
の
は
、
一
方
当
事
者
よ
り
の
要
求
で
バ

イ
ラ
テ
ラ
ル
・
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
始
め
ら
れ
な
い
限
り
そ
う
い
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
始
め
ら
れ
れ
ば
事
態
は
白
紙
に
も
ど
る
と

解
す
る
故
に
日
本
側
と
し
て
引
渡
し
要
求
を
う
け
て
も
必
ず
し
も
引
渡
さ
な
く
て
も
済
む
わ
け
で
あ
る
。」
と
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、「
日

本
側
と
し
て
一
々
引
渡
し
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
義
務
を
負
っ
て
は
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
・
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
云
々
は
死
文
に
な
っ

て
し
ま
い
、
国
内
諸
方
面
を
納
得
さ
せ
る
自
信
は
な
く
、
将
来
の
国
連
軍
協
力
が
や
り
に
く
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。」
と
付
け
加
え
た（

（4
（

。

　
「
従
来
通
り
」
の
日
本
側
の
解
釈
で
は
、
一
方
当
事
者
が
な
ん
ら
要
求
も
し
な
い
場
合
で
あ
り
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
兵
士
の
事
件
で
は
、

同
国
は
兵
士
の
釈
放
を
要
求
し
た
）、
も
し
な
ん
ら
か
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
事
態
は
白
紙
の
状
態
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
側
が
リ
ッ
ジ
ウ
ェ

イ
宛
書
簡
に
日
本
側
対
案
を
添
付
し
て
い
た
こ
と
を
想
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
対
案
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
方
式
が
と
ら
れ
て
い

た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
兵
士
の
事
件
は
、
明
ら
か
に
犯
人
が
所
属
区
域
を
離
れ
、
公
務
外
で
の
犯
罪
で
あ
り
、
裁
判
権
は
我
方
に
あ
る

と
日
本
側
は
考
え
て
い
た
。

　

日
本
側
の
前
提
は
、
占
領
時
代
の
刑
事
裁
判
権
の
取
り
扱
い
は
、
日
本
の
主
権
回
復
に
よ
り
終
了
し
、
占
領
が
継
続
し
て
い
る
か
の
よ

う
な
取
り
扱
い
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
主
権
回
復
後
は
、
一
方
当
事
者
が
何
等
か
の
要
求
を
す
れ
ば
、
国
際
法
の
一
般

原
則
（
そ
れ
が
ほ
ぼ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
と
な
っ
て
い
る
）
に
し
た
が
い
、
対
処
す
る
と
い
う
の
が
日
本
側
の
主
張
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
問
題
は
、
五
月
一
六
日
の
渋
沢
信
一
外
務
次
官
と
ナ
イ
ル
ス
・
Ｗ
・
ボ
ン
ド
在
京
米
大
使
館
参
事
官
と
の
会
談
で
も
協
議
さ
れ
た
。

ボ
ン
ド
は
、「
米
側
は
原
則
的
に
ス
テ
ー
タ
ス
・
コ
［
現
状
維
持
］
だ
と
前
提
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
う
で
な
い
と
し
た
ら
本
件
交
渉

を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。」
と
述
べ
る
。
渋
沢
は
、「
書
簡
は
明
ら
か
に
ス
テ
ー
タ
ス
・
コ
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と



一
五
四

応
じ
、
両
者
の
解
釈
が
根
本
的
に
食
い
違
っ
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た（

（4
（

。

　

こ
の
一
六
日
夜
、
外
務
省
の
高
橋
通
敏
総
務
課
長
と
杉
浦
が
、
法
務
府
意
見
局
林
修
三
局
長
と
会
談
し
、
裁
判
権
に
つ
い
て
日
米
の
意

見
が
食
い
違
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
何
と
か
実
際
上
の
取
扱
方
針
で
対
処
で
き
な
い
か
、
協
力
を
要
請
し
た
（
法
務
府
は
、
一
九
五
二
年
八
月

よ
り
、
法
務
省
と
改
称
さ
れ
る
）。
こ
れ
に
対
し
、
林
局
長
は
、「
本
書
簡
全
体
と
し
て
憲
法
違
反
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
ま
た

裁
判
権
の
箇
所
を
法
的
基
礎
な
く
し
て
実
際
上
の
取
扱
い
の
み
で
片
づ
け
る
こ
と
は
極
め
て
疑
わ
し
い
問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
、
協
力
が

む
ず
か
し
い
こ
と
を
示
唆
し
た（

（4
（

。

　

五
月
二
〇
日
、
木
村
篤
太
郎
法
務
総
裁
か
ら
岡
崎
外
務
大
臣
宛
書
簡
が
発
出
さ
れ
、
そ
の
中
に
以
下
の
法
務
府
の
意
見
が
同
封
さ
れ
て

い
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
交
換
公
文
案
は
条
約
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
米
安
保
条
約
・
行
政
協
定
に
基
づ
く
米
軍
へ
の
待

遇
と
同
等
の
待
遇
を
国
連
軍
に
与
え
る
と
な
る
と
、
法
的
根
拠
が
な
く
、
拘
束
力
も
な
い
。
国
連
軍
に
裁
判
権
を
認
め
る
と
、
憲
法
第
七

六
条
第
一
項
「
す
べ
て
司
法
権
は
、
最
高
裁
判
所
及
び
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
す
る
下
級
裁
判
所
に
属
す
る
。」
に
違
反
す
る
。

ま
た
、
交
換
公
文
案
の
内
容
も
、
確
立
さ
れ
た
国
際
法
規
（
そ
れ
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
と
な
っ
て
い
る
）
に
一
致
し
な
い（

（4
（

。
な
お
、
行
政
協
定
下
、

米
軍
が
専
属
的
裁
判
権
を
有
す
る
憲
法
上
の
根
拠
は
、
第
九
八
条
第
二
項
の
条
約
遵
守
義
務
に
あ
っ
た
。

　

五
月
二
二
日
、
法
務
府
側
と
さ
ら
に
協
議
が
続
け
ら
れ
た
。
佐
藤
達
夫
法
制
意
見
長
官
か
ら
は
「as heretofore

と
な
っ
て
い
て
は

憲
法
上
説
明
が
つ
か
な
い
。
国
際
法
の
一
般
原
則
に
よ
り
と
し
た
ら
個
別
的
解
釈
で
片
づ
き
得
る
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
に
と
思
う
。」
と
の

発
言
が
あ
り
、
ま
た
、
岡
原
昌
男
検
務
局
長
は
「
現
在
の
形
で
き
め
た
事
に
は
我
々
は
従
わ
な
い
と
は
っ
き
り
云
っ
て
置
く
」
と
述
べ
る

あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た（

（4
（

。
法
務
府
側
は
妥
協
の
余
地
を
ま
っ
た
く
み
せ
ず
、
協
議
は
物
別
れ
に
終
っ
た
。

　

法
務
府
側
が
き
わ
め
て
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
た
背
景
に
は
、
す
で
に
五
月
一
七
日
、
刑
政
長
官
清
原
邦
一
名
で
、「
外
国
軍
隊
の
将
兵
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に
係
る
違
反
事
件
の
処
理
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
通
達
が
、
検
事
長
・
検
事
正
宛
に
発
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
清
原
通
達
の

内
容
は
、
原
則
と
し
て
外
国
軍
隊
の
将
兵
の
犯
罪
の
裁
判
権
は
日
本
側
に
あ
り
、
例
外
は
公
務
中
の
犯
罪
、
及
び
、
駐
留
施
設
内
で
の
犯

罪
と
さ
れ
て
お
り（

（4
（

、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　

交
換
公
文
案
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
米
側
と
重
大
な
食
い
違
い
が
生
じ
、
ま
た
、
法
を
執
行
す
る
法
務
府
か
ら
は
憲
法
違
反
と
指
摘
さ
れ

る
に
お
よ
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
五
月
二
二
日
の
岡
崎
・
ヒ
ッ
キ
ー
会
談
で
、
暫
定
協
定
の
た
め
の
書
簡
交
換
を
と
り
や
め
と
し
、
直
ち
に

本
協
定
の
交
渉
に
入
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た（

（4
（

。
五
月
二
七
日
、
吉
田
総
理
と
マ
ー
フ
ィ
ー
駐
日
大
使
と
の
会
談
が
開
か
れ
、
今
後
の
対
応

が
検
討
さ
れ
た
。
た
だ
、
吉
田
は
、
ア
メ
リ
カ
及
び
国
連
軍
諸
国
に
最
大
限
の
満
足
を
与
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
欲
し

い
、
と
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い（

（4
（

。

吉
田
書
簡

　

書
簡
交
換
を
と
り
や
め
、
本
協
定
の
交
渉
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
と
は
い
え
、
同
交
渉
が
ま
と
ま
る
ま
で
に
は
時
間
を
要
す
る
。
そ
こ

で
、
五
月
二
八
日
に
い
た
り
、
吉
田
総
理
か
ら
マ
ー
フ
ィ
ー
大
使
宛
に
書
簡
を
発
出
す
る
こ
と
が
き
ま
っ
た
。
こ
の
書
簡
発
出
に
あ
た
っ

て
は
、
法
務
府
と
も
協
議
さ
れ
た
。
以
下
に
書
簡
の
重
要
部
分
を
引
用
す
る
が
、
裁
判
権
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
身

柄
の
引
き
渡
し
の
部
分
も
あ
わ
せ
て
引
用
し
て
お
く
。
す
で
に
紹
介
し
た
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
交
渉
で
も
、
こ
の
吉
田
書
簡
で
使

用
さ
れ
た
文
言
が
問
題
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
一
）
こ
れ
ら
の
軍
隊
の
構
成
員
及
び
軍
属
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
家
族
に
対
す
る
裁
判
権
は
、
国
際
法
及
び
国
際
慣
習
の
準
則
に
従



一
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六

つ
て
行
使
さ
れ
る
。

（
二
）
特
に
こ
れ
ら
の
軍
隊
の
駐
留
区
域
外
に
お
い
て
行
わ
れ
た
犯
罪
事
件
に
つ
い
て
は
、
国
際
法
及
び
国
際
慣
習
の
確
立
し
た
準

則
に
つ
い
て
不
明
確
の
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
日
本
国
政
府
と
関
係
国
の
当
局
と
の
間
の
協
議
に
よ
り
事
件
ご
と
に
決
定
が
行
わ
れ

る
も
の
と
す
る
。

（
三
）
日
本
国
の
当
局
は
、
罪
を
犯
し
た
こ
れ
ら
の
軍
隊
の
構
成
員
及
び
軍
属
並
び
に
そ
れ
ら
の
家
族
を
逮
捕
し
た
と
き
は
、
次
の

（
四
）
に
掲
げ
る
場
合
を
除
い
て
、
犯
人
を
そ
の
所
属
国
の
軍
当
局
に
、
原
則
と
し
て
、
引
き
渡
す
よ
う
に
取
り
計
ら
う
。

（
四
）
特
別
の
重
要
な
事
由
（especial cause of im

portance

）
が
あ
る
場
合
に
は
、
日
本
国
の
当
局
は
、
犯
人
を
拘
置
し
つ
つ
、

前
記
の
（
二
）
の
よ
う
な
協
議
を
直
ち
に
行
う
。
こ
の
よ
う
な
協
議
に
よ
り
四
十
八
時
間
以
内
に
決
定
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、

犯
人
を
、
将
来
日
本
国
の
当
局
に
引
き
渡
す
べ
き
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
所
属
国
の
軍
当
局
に
引
き
渡
す
よ
う
に
努
力
す
る（

（4
（

。

　

吉
田
書
簡
の
発
出
を
受
け
、
六
月
二
三
日
、
あ
ら
た
め
て
清
原
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
権
に
関
す
る
基
本
的
原
則
は
、
五
月
一

七
日
付
の
清
原
通
達
と
同
様
で
あ
る
。
身
柄
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
、
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
吉
田
書
簡
の
（
四
）
に

あ
っ
た
「
特
別
の
重
要
な
事
由
」
と
は
、
殺
人
、
放
火
、
傷
害
致
死
、
強
盗
又
は
強
姦
の
罪
で
あ
る
と
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
吉
田
書
簡
は
、
当
初
、
極
秘
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、
国
連
軍
側
に
も
内
示
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た（

（4
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
極
秘
の
は
ず
の

吉
田
書
簡
が
思
わ
ぬ
形
で
表
に
出
る
。

　

き
っ
か
け
は
英
水
兵
事
件
で
あ
る
。
英
軍
艦
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
の
一
等
水
兵
二
名
が
、
六
月
二
九
日
、
神
戸
で
日
本
人
タ
ク
シ
ー
運
転
手

か
ら
千
七
百
円
を
強
奪
し
、
一
時
的
に
そ
の
自
動
車
の
所
有
を
奪
っ
た
と
の
理
由
で
、
日
本
の
官
憲
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
。
七
月
一
日
、



在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
（
信
夫
）

一
五
七

在
神
戸
英
領
事
は
こ
れ
ら
の
水
兵
の
身
柄
を
英
国
官
憲
に
引
き
渡
す
よ
う
要
請
し
た
。
日
本
側
当
局
は
こ
の
要
請
を
拒
否
す
る（

（5
（

。
そ
の
後
、

神
戸
地
方
裁
判
所
は
強
盗
罪
で
有
罪
の
実
刑
を
言
い
渡
し
た
。
控
訴
後
の
大
阪
高
等
裁
判
所
は
同
じ
懲
役
二
年
六
月
に
執
行
猶
予
三
年
を

付
し
た
判
決
を
下
し
、
確
定
し
て
い
る
。
英
水
兵
事
件
は
、
英
国
側
に
行
政
協
定
と
同
様
の
裁
判
権
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
国
際
法
の

一
般
原
則
に
基
づ
き
、
公
務
外
の
犯
罪
は
日
本
側
に
裁
判
権
が
あ
る
の
か
、
そ
の
試
金
石
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

八
月
一
六
日
の
朝
日
新
聞
で
、
こ
の
英
水
兵
事
件
に
関
連
し
、
サ
ー
・
エ
ス
ラ
ー
・
デ
ニ
ン
グ
英
国
大
使
か
ら
岡
崎
大
臣
宛
の
八
月
六

日
付
の
通
告
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
主
旨
は
、「
吉
田
首
相
は
去
る
五
月
卅
一
日
付
で
マ
ー
フ
ィ
ー
米
大
使
に
寄
せ
た
書
簡
で
国
連

軍
の
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
特
別
重
要
の
事
件
を
除
い
て
、
こ
れ
ら
国
連
軍
の
所
属
員
が
日
本
で
犯
罪

を
告
発
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
懲
戒
処
分
の
た
め
所
属
国
の
軍
当
局
に
引
渡
さ
れ
る
よ
う
日
本
当
局
は
取
り
計
ら
う
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
か

つ
、
特
別
重
要
と
判
断
さ
れ
る
事
件
に
つ
い
て
も
協
議
す
る
と
の
こ
と
を
了
解
し
て
い
る
。」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
容
に
は

誤
り
も
あ
り
、
吉
田
書
簡
は
九
月
二
日
の
閣
議
了
解
に
よ
り
公
開
さ
れ
た（

（5
（

。
正
式
協
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
国
連
軍
所
属
員
の
扱

い
が
お
お
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
次
節
で
は
国
連
軍
協
定
交
渉
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

四　

国
連
軍
協
定
交
渉

国
連
軍
協
定
の
交
渉
開
始

　

六
月
二
五
日
午
前
、
マ
ー
フ
ィ
ー
大
使
は
岡
崎
外
務
大
臣
を
訪
ね
、
国
連
軍
協
定
案
を
手
交
し
た（

（5
（

。
こ
の
案
は
交
換
公
文
及
び
附
属
文

書
か
ら
成
っ
て
い
た
。
六
月
二
八
日
、
今
度
は
岡
崎
大
臣
が
マ
ー
フ
ィ
ー
大
使
に
日
本
案
を
手
交
し
、
双
方
の
案
が
出
揃
っ
た（

（5
（

。

　

刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
日
本
案
と
国
連
軍
案
と
を
比
較
す
る
と
、
国
連
軍
案
は
国
連
軍
に
行
政
協
定
を
準
用
す
る
建
前
と
な
っ
て
い
た



一
五
八

の
に
対
し
、
日
本
案
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
方
式
を
取
り
入
れ
、
そ
の
発
効
に
国
会
の
承
認
が
必
要
と
な
っ
て
い
た（

（5
（

。
こ
の
二
八
日
の
岡
崎
・
マ
ー

フ
ィ
ー
会
談
で
、
マ
ー
フ
ィ
ー
は
、
こ
の
日
本
案
で
は
受
諾
困
難
で
あ
る
と
し
、
国
連
軍
と
米
軍
と
を
同
等
の
扱
い
に
す
る
よ
う
求
め
る

意
見
書
を
提
出
し
た
。

　

両
者
の
争
点
は
き
わ
め
て
明
白
で
あ
っ
た
。
刑
事
裁
判
権
に
関
し
、
協
定
を
結
ぶ
と
な
れ
ば
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
並
み
（
日
本
案
）
か
、

そ
れ
と
も
行
政
協
定
並
み
（
国
連
軍
案
）
か
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
方
法
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
吉
田
書
簡
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

国
際
法
の
一
般
原
則
及
び
国
際
慣
習
に
よ
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
協
定
を
結
ぶ
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
日
本
側
で

は
、「
何
ら
の
規
定
を
設
け
ず
、
秘
密
の
交
換
公
文
に
よ
り
事
実
上
の
了
解
と
す
る
」
案
も
模
索
し
て
い
た（

（5
（

。

　

両
者
の
懸
隔
が
非
常
に
お
お
き
い
の
で
、
日
本
側
と
し
て
も
、
日
本
案
が
な
ぜ
望
ま
し
い
の
か
、
ま
た
、
国
連
軍
案
を
な
ぜ
受
諾
で
き

な
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
国
連
軍
側
に
納
得
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た（

（5
（

。

　

日
本
側
案
が
望
ま
し
い
と
す
る
積
極
的
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
日
本
案
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
第
七
条
を
参
考
と
し
、
国
際
的
に
最
も
よ

い
タ
イ
プ
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
米
英
仏
等
欧
米
主
要
国
も
す
べ
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
署
名
を
終
え
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
賛

成
し
た
原
則
に
従
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
行
政
協
定
第
十
七
条
第
五
項
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
が
一
年
以
内
に
発
効
し
な
く
て
も
、

日
本
側
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
刑
事
裁
判
権
の
問
題
を
改
訂
す
る
た
め
に
再
考
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
し
く
締
結

さ
れ
る
国
連
軍
協
定
は
、
最
初
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
な
ら
っ
た
方
が
よ
い
。
第
三
に
、
行
政
協
定
第
十
七
条
の
よ
う
に
、
排
他
的
裁
判

権
を
全
面
的
に
認
め
た
例
は
み
あ
た
ら
な
い
。
国
連
軍
が
日
本
に
駐
留
す
る
法
的
性
質
か
ら
見
て
も
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
タ
イ
プ
が
現
在

と
し
て
は
最
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
国
連
軍
案
を
受
諾
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、
日
本
国
内
の
世
論
の
反
発
が
挙
げ
ら
れ
る
。
行
政
協
定
第
十
七
条
は
、
国
際
法
の
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一
般
原
則
及
び
国
際
慣
習
の
認
め
て
い
る
以
上
の
特
権
を
駐
留
軍
に
与
え
て
い
る
と
国
民
は
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
日
本
の
威

信
や
独
立
を
そ
こ
な
う
も
の
と
し
て
多
く
の
批
判
が
あ
る
。
米
軍
が
享
受
し
て
い
る
特
権
を
、
米
軍
と
は
異
な
る
性
質
を
有
す
る
国
連
軍

に
与
え
る
の
は
不
合
理
で
あ
り
、
国
内
世
論
が
許
さ
な
い
。
さ
ら
に
、
国
連
軍
が
駐
留
し
て
い
た
呉
地
区
で
は
、
国
連
軍
関
係
者
に
よ
る

犯
罪
が
相
当
件
数
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
現
地
住
民
を
刺
激
し
て
い
る
。
国
連
軍
と
現
地
住
民
と
の
関
係
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
も
、
裁
判

権
を
一
定
の
範
囲
内
で
日
本
側
に
留
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

七
月
二
一
日
、
外
務
省
の
奥
村
勝
蔵
参
与
（
一
一
月
よ
り
事
務
次
官
と
な
る
）
と
ボ
ン
ド
参
事
官
と
の
非
公
式
会
談
が
行
わ
れ
た
。
刑
事

裁
判
権
に
つ
き
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

ボ
ン
ド　

最
後
の
問
題
は
裁
判
権
だ
。
日
本
の
考
と
英
連
邦
の
考
と
は
相
当
開
き
が
あ
り
、
ま
た
双
方
頑
張
っ
て
ゐ
る
。
公
の
席
で
議

論
を
や
り
と
り
し
て
も
、
は
て
し
が
つ
か
ぬ
。
米
側
と
し
て
は
、
仲
を
と
り
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
だ
が
、
何
と
か
日
本
側
が
裁
判
権
を

持
つ
建
前
と
し
つ
つ
英
連
邦
側
に
実
際
満
足
さ
せ
る
様
な
案
が
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。（
日
本
で
裁
判
す
る
が
刑
の
執
行
は
国
連
側
に
ま

か
す
と
い
ふ
の
も
一
案
な
ら
ん
と
言
ふ
）

　

奥
村　

自
分
が
裁
判
官
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
を
し
た
兵
隊
を
つ
か
ま
え
て
、
不
自
由
な
英
語
を
通
じ
て
裁
判
す
る
様

な
こ
と
は
面
倒
だ
。
事
実
、
兵
隊
は
軍
法
会
議
に
廻
さ
れ
る
方
を
恐
れ
て
ゐ
る
と
の
話
も
あ
る
。
し
か
し
法
務
府
内
部
の
気
持
は
そ
う
で

は
な
い
。
又
政
府
は
参
議
院
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
持
た
ぬ
。
我
々
は
名
を
棄
て
て
実
を
と
る
こ
と
が
上
手
ぢ
や
な
い
。
し
か
し
何
と
か
解

決
の
端
緒
を
得
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
下
田
局
長
と
バ
ッ
シ
ン
法
律
ア
タ
ッ
シ
エ
と
を
中
心
に
少
数
の
人
で
色
々
な
案
に
つ
い
て
研
究
し

て
貰
ふ
こ
と
に
し
や
う
。
そ
う
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
名
案
に
出
会
ふ
か
も
知
れ
な
い（

（5
（

。



一
六
〇

　

刑
事
裁
判
権
問
題
の
解
決
案
を
探
る
べ
く
、
下
田
武
三
条
約
局
長
と
バ
ッ
シ
ン
在
京
米
大
使
館
法
律
顧
問
と
の
間
で
協
議
が
は
じ
ま
る
。

バ
ッ
シ
ン
試
案

　

八
月
二
日
の
下
田
・
バ
ッ
シ
ン
会
談
で
、
双
方
の
立
場
を
拘
束
し
な
い
と
い
う
約
束
の
下
、
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
バ
ッ

シ
ン
は
こ
れ
ま
で
の
国
連
軍
案
を
離
れ
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
譲
歩
を
示
唆
し
た（

（5
（

。

　

第
一
に
、
日
米
行
政
協
定
の
規
定
を
国
連
軍
に
も
準
用
す
る
と
い
う
、
従
来
の
国
連
軍
側
の
主
張
を
放
棄
す
る
。
つ
ま
り
国
連
軍
所
属

員
に
対
し
て
、
国
連
軍
側
が
専
属
的
裁
判
権
を
有
す
る
と
の
主
張
を
放
棄
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
も
あ
る
専
属
的
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
。
こ
れ
に
か
わ
り
、
裁
判
権
に
関
し
て
は
、
第

一
次
（
優
先
的
）
の
も
の
と
第
二
次
の
も
の
が
あ
る
、
と
の
観
念
で
置
き
換
え
る
。

　

第
三
に
、
国
連
軍
側
が
優
先
的
（
第
一
次
の
）
裁
判
権
を
有
す
る
場
合
と
は
、
国
連
軍
所
属
員
に
よ
る
、（
イ
）
国
連
軍
又
は
そ
の
所
属

員
の
財
産
に
対
す
る
罪
、（
ロ
）
国
連
軍
の
安
全
に
関
す
る
罪
、（
ハ
）
国
連
軍
所
属
員
の
身
体
に
対
す
る
罪
、（
ニ
）
国
連
軍
の
公
務
執

行
中
に
行
わ
れ
た
犯
罪
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
犯
罪
の
場
所
、
つ
ま
り
施
設
の
内
外
を
問
わ
な
い
。

　

第
四
に
、
新
た
に
、
犯
罪
の
場
所
に
関
す
る
基
準
を
導
入
し
、
施
設
内
で
は
、
発
生
す
る
す
べ
て
の
犯
罪
に
つ
き
、
国
連
軍
は
そ
の
所

属
員
に
対
し
優
先
的
裁
判
権
を
行
使
す
る
。
国
連
軍
所
属
員
が
施
設
内
に
あ
る
と
き
は
、
公
務
遂
行
中
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

第
五
に
、
施
設
外
で
の
公
務
外
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
吉
田
書
簡
にespecial cause of im

portance

と
い
う
字
句
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
。
た
だ
、
そ
の
字
句
は
抽
象
的
過
ぎ
る
の
で
、
重
要
な
犯
罪
の
場
合
に
は
、
日
本
側
が
第
一
次
の
裁
判
権
を
有
す

る
こ
と
と
し
た
い
。
何
が
重
要
か
の
基
準
は
、
暴
力
を
伴
う
か
否
か
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
殺
人
、
強
盗
、
放
火
、
誘
拐
等
で
あ
る
。
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一

そ
れ
以
外
の
軽
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
国
連
軍
側
に
優
先
的
裁
判
権
を
認
め
る
。

　

バ
ッ
シ
ン
試
案
を
聞
い
た
下
田
は
、
日
本
側
が
受
け
い
れ
ら
れ
る
か
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
重
大
な
犯
罪
に
つ
き
日
本
側
に
第
一
次

の
裁
判
権
を
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
軽
微
な
犯
罪
に
つ
い
て
、
国
連
軍
側
に
第
一
次
裁
判
権
が
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
っ
た
。
下

田
は
犯
罪
の
軽
重
を
問
わ
ず
、
第
一
次
の
裁
判
権
を
日
本
側
に
認
め
る
建
前
と
し
、
軽
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
国
連
軍
側
か
ら
裁
判
権
を
放

棄
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
と
き
、
日
本
側
で
好
意
的
に
考
慮
す
る
と
い
う
方
式
が
考
え
ら
れ
な
い
か
と
問
い
か
け
て
い
る
。
バ
ッ
シ
ン

は
、
国
連
軍
側
は
そ
れ
で
は
と
う
て
い
受
け
い
れ
な
い
だ
ろ
う
と
応
答
し
た
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
下
田
・
バ
ッ
シ
ン
会
談
に
関
す
る
下
田
の
報
告
書
を
読
ん
だ
奥
村
参
与
は
、
右
の
記
述
の
部
分
に
つ
ぎ
の
メ
モ
を

添
付
し
て
い
る
。「
建
前

9

9

は
裁
判
権
が
我
方
に
在
る
も
の
と
し
、
実
際
上
、
軽
微
の
犯
罪
は
、
彼
等
に
裁
判
権
を
ゆ
づ
る
こ
と
に
つ
き
、

英
連
邦
四
ヶ
国
と
秘
密

9

9

の
約
束
を
す
る
如
き
方
法
な
き
や
」（
◦
印
は
原
文
に
あ
る
強
調
。）
と
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
が
こ
の

問
題
解
決
の
核
心
で
あ
っ
た
。
日
本
側
の
第
一
次
裁
判
権
を
軽
犯
罪
で
は
放
棄
し
、
こ
れ
を
秘
密
に
約
束
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

解
決
策
の
模
索

　

八
月
四
日
、
今
度
は
、
三
宅
参
事
官
と
バ
ッ
シ
ン
と
の
会
談
が
開
か
れ
た
。
バ
ッ
シ
ン
は
、
先
に
下
田
に
示
し
た
バ
ッ
シ
ン
試
案
の
印

象
を
尋
ね
た
。
三
宅
は
、「
自
分
個
人
の
感
じ
で
あ
る
が
、『
氷
を
破
る
』
一
つ
の
実
際
的
な
案
で
あ
る
と
は
思
う
が
、
た
と
い
、
マ
イ
ナ
ー
・

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
で
も
日
本
が
管
轄
権
を
放
棄
す
る
こ
と
を
協
定
の
明
文
に
書
く
こ
と
は
国
会
等
の
関
係
上
困
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（5
（

。「
氷

を
破
る
」
と
は
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
セ
リ
フ
だ
。
第
二
節
の
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
交
渉
で
、
同
じ
三
宅
参
事
官
が
、
日
米
の

妥
協
点
を
み
い
だ
す
に
あ
た
り
、「
氷
は
破
ら
れ
た
」
と
表
現
し
て
い
た
。
二
つ
の
状
況
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
軽
微
な
犯
罪
に
対
し
、



一
六
二

日
本
側
が
裁
判
権
を
放
棄
す
る
こ
と
を
、
い
か
な
る
形
式
で
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
バ
ッ
シ
ン
が
、「
放
棄
と
い
う
辞
句
は
使
わ
ず
、
斯
々
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
日
本
が
国
連
軍
の
軍
人

に
対
し
て
第
一
次
的
の
管
轄
権
を
有
し
、
斯
々
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
国
連
軍
が
そ
の
所
属
軍
人
に
対
し
て
第
一
次
管
轄
権
を
有
す
る
と
規

定
し
、
さ
ら
に
、
い
づ
れ
か
の
一
方
が
そ
の
有
す
る
第
一
次
的
管
轄
権
を
放
棄
し
た
際
は
他
方
が
第
二
次
的
管
轄
権
を
有
す
る
旨
を
規
定

す
る
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
三
宅
は
、「
右
の
案
で
も
、
実
質
的
な
管
轄
権
の
放
棄
が
協
定
の
明
文
に
現

れ
る
こ
と
は
同
様
で
、
日
本
政
府
と
し
て
は
困
難
な
立
場
に
置
か
れ
る
。
従
っ
て
、
マ
イ
ナ
ー
・
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
管
轄
権
の
放
棄
を

如
何
な
る
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
で
定
め
る
か
ゞ
問
題
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
バ
ッ
シ
ン
は
、「
国
会
に
対
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ー
・
ケ
ー

ス
で
日
本
側
が
国
連
軍
の
軍
人
を
裁
判
す
る
こ
と
は
朝
鮮
戦
線
に
お
け
る
右
軍
人
の
活
動
を
不
可
能
な
ら
し
め
ミ
リ
タ
リ
ー
・
エ
フ
ェ
ク

テ
ィ
ー
ヴ
ネ
ス
と
い
う
大
局
的
利
益
を
害
す
る
こ
と
及
び
こ
の
協
定
は
一
時
的
の
も
の
で
あ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
が
発
効
す
れ
ば
そ
の
線

に
沿
っ
て
改
訂
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
提
案
し
た（

（6
（

。
三
宅
は
、
軽
微
な
犯
罪
に
対
す
る
裁

判
権
放
棄
を
認
め
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、
公
式
に
放
棄
し
た
と
は
せ
ず
、
実
質
的
に
放
棄
し
た
こ
と
を
示
す
形
を
い
か
に
す
る
か
を
考
え

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

翌
五
日
の
奥
村
参
与
と
ボ
ン
ド
参
事
官
と
の
会
談
で
も
、
バ
ッ
シ
ン
試
案
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
奥
村
は
、
バ
ッ
シ
ン
の
考
え
も
取
り
入

れ
、
私
見
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

バ
ッ
シ
ン
の
所
謂
暴
力
を
伴
は
ざ
る
犯
罪
（
假
に
便
宜
上
、
之
を
軽マ

イ
ナ
ー
・
オ
フ
ェ
ン
ス

微
の
罪
と
言
ふ
が
）
之
も
国
連
軍
側
で
優プ

ラ
イ
マ
リ
・
ジ
ュ
ー
リ
ス
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

先
的
に
裁
判
す
る

こ
と
を
協
定
の
文
面
に
書
く
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
但
し
実
際
上
の
運
用
に
於
て
、
同
様
の
取
計
を
す
る
こ
と
は
考
へ
ら
れ
る
。



在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
（
信
夫
）

一
六
三

そ
れ
に
は
、
裁
判
権
の
相
互
放
棄
の
条
項
を
援
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

即
ち
相
手
方
が
特
に
重
要

9

9

9

9

と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
裁
判
権
の
放
棄
を
考
慮
す
る
と
の
規
定
に
つ
き
、「
議
事
録
」
の
中
に
、

日
本
が
、
国
連
軍
の
「
軍ミ

リ
タ
リ
イ
フ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
ネ
ス

事
的
能
率
」
は
国
連
軍
が
特
に
重
要
と
認
め
る
も
の
な
る
こ
と
を
了
承
す
る
と
の
了
解
を
設
け
る
。

そ
し
て
、
軽
微
な
罪
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
国
連
軍
側
で
裁
判
す
る
こ
と
が
「
軍
事
的
能
率
」
を
維
持
す
る
所
以
で
あ
る
と
の
申
出

が
あ
れ
ば
、
日
本
側
は
裁
判
権
を
放
棄
す
る
。（
実
際
問
題
と
し
て
は
、
検
察
活
動
の
中
止
）
尤
も
之
に
は
日
本
で
公
開
の
軍
事
裁
判
を

行
ふ
こ
と
、
日
本
官
憲
、
例
へ
ば
地
元
の
警
察
署
長
を
裁
判
に
立
會
は
せ
る
等
の
条
件
が
あ
る（

（6
（

。（
◦
印
は
原
文
に
あ
る
強
調
。）

　

奥
村
は
、
裁
判
権
の
放
棄
を
協
定
（
議
定
書
）
に
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
運
用
で
対
処
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
裁
判
権

の
相
互
放
棄
を
援
用
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
。
相
手
方
が
特
に
重
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
裁
判
権
の
放
棄
を
考
慮
す
る
と
の
規

定
を
協
定
（
議
定
書
）
に
置
き
、
議
事
録
に
、
国
連
軍
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
「
軍
事
的
能
率
」
を
意
味
す
る
と
書
い
て
お
く
。
そ
れ
を
理

由
に
、
国
連
軍
側
か
ら
日
本
側
に
、
裁
判
権
の
放
棄
の
申
し
出
が
可
能
に
な
る
と
い
う
案
で
あ
る（

（6
（

。
こ
の
案
の
核
心
は
、
形
式
上
は
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
協
定
方
式
に
な
ら
い
な
が
ら
も
、「
軍
事
的
効
率
」
と
い
う
概
念
を
持
ち
出
し
、
実
質
的
に
は
日
本
側
が
第
一
次
裁
判
権
を
放
棄
す

る
と
い
う
点
に
あ
っ
た（

（6
（

。

　

八
月
六
日
午
後
、
下
田
と
バ
ッ
シ
ン
で
、
バ
ッ
シ
ン
試
案
を
文
書
化
す
る
作
業
を
行
う
約
束
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
直
前
、
バ
ッ

シ
ン
か
ら
電
話
が
あ
り
、
自
ら
の
試
案
に
つ
い
て
英
国
側
に
当
た
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
英
国
側
は
本
件
に
つ
き
日
米
間
に
先
に
非
公
式
の

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る
の
は
極
め
て
不
満
で
あ
り
、
か
つ
、
英
水
兵
に
対
す
る
判
決
で
英
国
側
が
激
昂
し
て
お
り
、
と
う
て
い
話
し
に

乗
っ
て
く
る
空
気
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
日
米
間
で
の
本
件
の
話
し
合
い
を
暫
く
延
期
し
た
い
と
し
て
、
そ
の
了
解
を
求
め



一
六
四

て
き
た（

（6
（

。

一
方
的
通
報

　

そ
の
後
、
バ
ッ
シ
ン
試
案
を
め
ぐ
る
交
渉
に
進
捗
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
日
本
側
で
は
、
裁
判
権
の
放
棄
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る

か
、
具
体
的
な
検
討
が
進
ん
で
い
た
。
バ
ッ
シ
ン
は
、「
軍
の
能
率
を
維
持
す
る
必
要
」
を
、
国
連
軍
側
が
裁
判
権
放
棄
を
要
請
す
る
根

拠
と
す
る
考
え
を
示
し
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
認
定
を
国
連
軍
側
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
て
し
ま
う
と
、
す
べ
て
の
事
件
で
裁
判
権
の
放
棄
が

認
め
ら
れ
、
日
本
側
と
し
て
は
承
服
で
き
な
い
。
ま
た
、
裁
判
権
の
放
棄
を
日
本
側
の
「
同
情
あ
る
考
慮
」
に
一
任
す
る
と
、
今
度
は
、

国
連
軍
側
が
承
服
し
な
い
で
あ
ろ
う（

（6
（

。

　

こ
の
問
題
を
打
開
す
る
た
め
、
日
本
側
で
は
、
実
際
上
、
い
か
な
る
場
合
に
起
訴
を
見
合
わ
せ
る
の
か
、
具
体
的
な
基
準
を
あ
ら
か
じ

め
作
っ
て
お
き
、
法
務
・
外
務
両
省
で
完
全
に
打
合
せ
を
す
れ
ば
、
支
障
な
く
実
施
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
で
は
法
務
・

外
務
両
省
内
で
の
対
処
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
を
な
ん
ら
か
の
形
で
国
連
軍
側
に
も
知
ら
せ
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
な
い
と
、
英
水

兵
事
件
の
こ
と
も
あ
り
、
国
連
軍
側
と
し
て
も
安
心
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
だ
。
奥
村
参
与
は
、「
こ
の
了
解
を
何
等
か
の
形
で

国
連
軍
側
に
内
密
に
で
も
、
通
知
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
交
渉
は
妥
結
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
反
対
の
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、

ま
た
、
秘
密
の
文
書
を
残
す
こ
と
は
、『
吉
田
書
簡
』
の
こ
と
も
あ
り
、
危
惧
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
こ
れ
を
押
し
切
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」

と
し
て
、
以
下
の
先
例
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

昭
和
十
四
年
夏
、
わ
が
天
津
軍
が
英
租
界
を
包
囲
し
て
交
通
遮
断
し
た
事
件
は
、
当
時
英
国
側
が
わ
が
方
の
要
求
を
全
面
的
に
容



在
日
米
軍
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事
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判
権
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約
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（
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夫
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一
六
五

れ
た
の
で
解
決
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
英
国
側
は
包
囲
解
除
の
日
時
に
つ
き
確
約
を
得
た
い
と
申
し
出
た
。
外
務
省
で
こ
れ
を
軍

側
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
軍
は
、
英
租
界
包
囲
は
統
帥
権
の
発
動
で
あ
る
、
解
除
す
る
こ
と
も
統
帥
権
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
外
部

に
約
束
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
つ
た
。
が
種
々
懇
談
の
結
果
、
結
局
本
件
は
有
田
外
務
大
臣
か
ら
ク
レ
イ
ギ
ー
英
国
大
使
に
書

簡
を
送
り
、「
外
務
省
の
有
す
る
情
報
に
よ
れ
ば
、
天
津
英
租
界
の
包
囲
は
何
月
何
日
何
時
に
解
除
せ
ら
る
る
趣
で
あ
る
」
と
通
報

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
手
を
打
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
先
例
（
約
束
は
し
な
い
、
た
だ
知
ら
せ
る
）
に
な
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
外
務
大
臣
か
ら
国
連

軍
諸
国
代
表
（
米
大
使
）
にconfidential note

を
も
つ
て
「
か
く
か
く
の
犯
罪
は
、
わ
が
方
で
裁
判
権
を
留
保
す
る
（
但
し
、
わ
が

方
で
自
発
的
に
放
棄
す
る
場
合
も
あ
る
）
か
く
か
く
の
犯
罪
は
、
国
連
軍
の
軍
事
効
率
維
持
上
重
要
な
り
と
の
理
由
に
よ
る
要
請
が
あ

れ
ば
、
起
訴
を
見
合
せ
て
、
犯
人
を
国
連
軍
側
の
裁
判
の
た
め
に
引
き
渡
す
と
の
わ
が
法
務
当
局
の
方
針
で
あ
る
こ
と
を
、
参
考
と

し
て
通
報
す
る（

（6
（

。（ 

」
が
な
い
の
は
、
引
用
が
途
中
だ
か
ら
で
あ
る
。）

　

天
津
租
界
封
鎖
事
件
で
あ
り
、
こ
の
先
例
こ
そ
が
、
後
の
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
で
用
い
ら
れ
た
方
法
で
あ
っ
た（

（6
（

。
つ
ま
り
、
約

束
は
し
な
い
が
、
一
方
的
通
報
を
行
う
形
式
に
よ
り
、
実
質
的
に
「
約
束
」
を
す
る
方
法
で
あ
る
。
同
協
定
第
十
七
条
の
改
正
で
は
、
裁

判
権
小
委
員
会
刑
事
部
会
日
本
側
代
表
の
一
方
的
陳
述
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

　

九
月
一
二
日
の
下
田
・
バ
ッ
シ
ン
会
談
で
、
下
田
は
日
本
側
案
を
提
示
し
た
。
す
で
に
バ
ッ
シ
ン
試
案
が
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
国
連

軍
側
の
公
式
の
立
場
（
国
連
軍
に
は
行
政
協
定
が
準
用
さ
れ
、
国
連
軍
所
属
員
の
犯
罪
は
、
派
遣
国
が
専
属
的
裁
判
権
を
有
す
る
）
に
反
す
る
の
で
、

日
本
側
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
提
案
さ
れ
た
も
の
と
し
て
扱
っ
て
欲
し
い
と
バ
ッ
シ
ン
は
要
望
し
た
。
下
田
は
そ
れ
を
受
け
い
れ
、
日
本



一
六
六

案
と
し
て
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
側
議
定
書
案
は
、
基
本
的
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
な
ら
っ
て
い
る
。
第
三
項
は
優
先
裁
判
権
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
、
派
遣
国
軍
当
局

と
日
本
国
の
当
局
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
優
先
的
（
第
一
次
の
）
裁
判
権
を
有
す
る
か
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
第
三
項

⒞
は
裁
判
権
放
棄
に
つ
い
て
規
定
し
、
こ
の
公
式
議
事
録
案
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

ａ　
（
第
一
案
）　

日
本
国
に
よ
る
裁
判
権
の
行
使
が
朝
鮮
に
お
け
る
国
連
軍
の
軍
事
的
能
率
を
著
し
く
害
す
る
場
合
は
、
派
遣
国
が

日
本
国
に
よ
る
裁
判
権
を
行
使
す
る
優
先
権
の
放
棄
を
特
に
重
要
と
認
め
る
場
合
に
含
め
ら
れ
る
も
の
と
了
解
す
る
。

　

さ
ら
に
殺
人
、
放
火
、
傷
害
致
死
、
強
盗
又
は
強
姦
の
罪
に
あ
た
る
事
件
そ
の
他
著
し
く
日
本
国
民
の
耳
目
を
ひ
き
又
は
被
害
が

重
大
で
あ
る
事
件
の
場
合
は
、
日
本
国
は
裁
判
権
を
行
使
す
る
優
先
権
の
放
棄
を
考
慮
し
得
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
了
解
す
る
。

　
（
第
二
案
）　

派
遣
国
は
、
そ
の
軍
隊
の
軍
事
的
効
率
を
維
持
す
る
こ
と
が
特
別
の
関
心
事
で
あ
る
と
の
見
解
を
有
し
、
従
つ
て
日

本
国
に
よ
る
優
先
権
の
放
棄
が
そ
の
軍
事
的
効
率
の
維
持
に
寄
与
す
る
場
合
は
特
に
重
要
な
場
合
と
み
な
す
。（
以
下
、
第
一
案
に
同
じ
）

ｂ　

公
共
の
秩
序
維
持
を
著
し
く
害
し
あ
る
い
は
日
本
の
国
民
感
情
を
著
し
く
刺
戟
す
る
犯
罪
は
、
日
本
国
が
当
該
派
遣
国
に
よ
る

裁
判
権
を
行
使
す
る
優
先
権
の
放
棄
を
特
に
重
要
と
認
め
る
場
合
に
含
め
ら
れ
る
も
の
と
了
解
す
る（

（6
（

。

　

第
一
案
も
第
二
案
も
趣
旨
に
お
お
き
な
違
い
は
な
い
。
派
遣
国
・
受
入
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
判
権
の
放
棄
を
要
請
す
る
場
合
、
特
に
重

要
と
考
え
ら
れ
る
例
を
並
列
さ
せ
て
い
る
。
国
連
軍
側
に
と
っ
て
は
軍
事
的
能
率
で
あ
り
、
日
本
側
に
と
っ
て
は
犯
罪
の
重
大
性
と
国
民

感
情
で
あ
る
。
下
田
と
バ
ッ
シ
ン
は
こ
の
日
本
側
提
案
を
協
議
し
た
。



在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
（
信
夫
）

一
六
七

　

右
の
公
式
議
事
録
案
に
つ
い
て
、
バ
ッ
シ
ン
は
、「
日
本
側
に
優
先
的
裁
判
権
を
留
保
す
る
場
合
以
外
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
国
連
側

が
軍
事
的
効
率
維
持
の
見
地
よ
り
放
棄
を
要
請
し
た
場
合
、
日
本
側
は
裁
判
権
を
放
棄
す
る
用
意
が
あ
る
旨
を
も
議
事
録
に
記
載
し
得
ざ

る
や
」
と
尋
ね
た
。
こ
れ
に
、
下
田
は
、「
日
本
側
に
は
そ
の
用
意
が
あ
る
の
で
あ
り
且
つ
そ
の
趣
旨
は
議
事
録
の
言
外
の
含
み
と
し
て

明
瞭
に
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
を
以
て
満
足
せ
ら
れ
た
」
い
と
応
答
し
た
。
さ
ら
に
、
バ
ッ
シ
ン
は
、「
本
案
が
テ
ク
ニ
カ
ル
・

コ
ミ
テ
ィ
ー
に
上
程
さ
れ
た
時
、
席
上
日
本
側
よ
り
口
頭
を
以
て
そ
の
用
意
が
あ
る
旨
言
明
し
得
ざ
る
や
」
と
重
ね
て
要
求
し
て
き
た
の

で
、
下
田
は
、「
右
は
可
能
と
思
考
す
る
」
と
答
え
た（

（6
（

。

　

バ
ッ
シ
ン
は
日
本
側
提
案
の
全
貌
を
把
握
す
る
と
、
喜
色
を
浮
か
べ
、「
良
く
や
ら
れ
た
。
貴
官
は
立
派
な
仕
事
を
さ
れ
た
（Congratu-

lation! Y
ou

’ve done fine w
orks.

）」、
と
祝
福
の
言
葉
を
発
し
、
早
速
こ
の
案
を
国
務
省
に
報
告
す
る
と
共
に
英
連
邦
側
に
も
伝
達
す
る

と
し
た（

（7
（

。

　

九
月
一
三
日
の
奥
村
参
与
か
ら
岡
崎
外
務
大
臣
へ
の
報
告
で
も
、
日
本
側
提
案
の
要
領
と
は
、「
規
定
の
表
面
に
於
て
は
、
大
体
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
通
り
の
も
の
で
、『
裁
判
権
放
棄
の
規
定
』
の
実
際
的
運
用
に
依
り
処
理
し
て
行
か
う
と
す
る
も
の
で
す
。」
と
あ
る（

（7
（

。

　

こ
の
日
本
側
提
案
で
交
渉
は
一
気
に
進
展
す
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
九
月
下
旬
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
国
務
省
・
国
防
省
と
も
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
へ
の
議
会
の
対
応
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
、
ま
た
、
行
政
協
定
の
刑
事
裁
判
権
条
項
の
再
検
討
が
終
了
す
る
ま
で
、
国
連

軍
協
定
の
刑
事
裁
判
権
問
題
が
妥
結
す
る
見
込
み
は
な
い
、
と
判
断
す
る
よ
う
に
な
る（

（7
（

。
在
京
米
大
使
館
の
方
針
と
し
て
も
、
先
の
日
本

側
提
案
を
拒
絶
す
る
の
で
は
な
く
、
行
政
協
定
第
十
七
条
と
同
等
の
待
遇
を
求
め
る
と
の
元
々
の
主
張
を
続
け
る
方
が
望
ま
し
い
、
と
な
っ

た
（
（7
（

。

　

そ
の
後
、
国
連
軍
側
か
ら
日
本
側
提
案
に
対
す
る
回
答
は
な
く
、
事
態
を
打
開
す
る
た
め
、
一
一
月
一
二
日
、
日
・
米
・
英
連
邦
代
表



一
六
八

会
議
が
開
か
れ
た（

（7
（

。
さ
ら
に
、
一
一
月
二
二
日
、
二
回
目
も
開
か
れ
た
。
双
方
と
も
こ
れ
ま
で
の
原
則
的
立
場
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、

交
渉
の
進
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た（

（7
（

。
そ
の
た
め
、
一
二
月
一
三
日
、
日
本
側
は
左
の
内
容
の
文
書
を
国
連
軍
側
に
提
示
し
、
国
連
軍
側
の

了
解
を
と
り
つ
け
た（

（7
（

。

　
（
一
）
吉
田
書
簡
の
線
に
沿
う
実
際
上
の
取
扱

0

0

0

0

0

0

に
よ
り
事
件
ご
と
に
好
意
的
態
度
を
も
つ
て
解
決
を
は
か
る
。（
傍
点
は
原
文
の
強
調
。）

　
（
二
）
右
取
極
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
発
効
ま
で
の
暫
定
的
措
置
と
す
る
。

　
（
三
）
右
取
極
は
双
方
の
紳
士
協
定
と
す
る
。

　

内
部
的
に
は
清
原
通
達
を
吉
田
書
簡
に
合
う
よ
う
書
き
改
め
ら
れ
た（

（7
（

。

　

国
連
軍
協
定
の
交
渉
は
一
二
月
を
も
っ
て
、
い
っ
た
ん
中
断
す
る
。
米
側
で
は
、
一
九
五
三
年
早
々
に
も
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
批
准
の

審
議
が
行
わ
れ
る
と
予
測
さ
れ
、
批
准
の
完
了
後
、
本
格
的
に
協
議
を
始
め
よ
う
と
の
考
え
だ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
行
政
協
定
第
十
七

条
の
改
正
が
先
行
し
、
そ
の
後
、
一
九
五
四
年
二
月
に
国
連
軍
協
定
が
締
結
さ
れ
、
同
趣
旨
が
盛
り
込
ま
れ
る
。

五　

考
察

刑
事
裁
判
権
密
約
は
あ
っ
た
の
か

　

第
二
節
で
は
、
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
に
つ
い
て
、
第
三
節
及
び
第
四
節
で
は
、
日
本
の
主
権
が
回
復
さ
れ
た
後
の
国
連
軍
の
待

遇
、
並
び
に
、
国
連
軍
協
定
交
渉
の
経
緯
を
論
じ
て
き
た
。
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
に
あ
た
り
、
裁
判
権
小
委
員
会
刑
事
部
会
日
本

側
代
表
で
あ
る
津
田
課
長
の
一
方
的
陳
述
な
る
文
書
は
、
は
た
し
て
「
密
約
」
と
い
え
る
の
か
否
か
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

否
定
す
る
根
拠
は
明
白
で
あ
る
。
同
文
書
は
日
本
側
の
政
策
を
一
方
的
に
陳
述
し
た
に
過
ぎ
ず
、
約
束
を
構
成
し
な
い
と
い
う
の
だ
。



在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
（
信
夫
）

一
六
九

前
述
の
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年
八
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
日
米
合
同
委
員
会
で
、
こ
の
文
書
は
約
束
で
は
な
い
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。

形
式
的
に
見
れ
ば
、
津
田
課
長
の
一
方
的
陳
述
は
約
束
と
は
い
え
な
い
。

　

し
か
し
、
実
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
刑
事
裁
判
権
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
五
二
年
六
月
か
ら
国
連
軍
協
定
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
一
九

五
三
年
に
は
、
行
政
協
定
第
十
七
条
が
先
に
改
正
さ
れ
た
。
刑
事
裁
判
権
を
め
ぐ
る
問
題
の
本
質
は
、
両
交
渉
と
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
っ

た
。

　

国
連
軍
協
定
及
び
行
政
協
定
第
十
七
条
改
正
の
交
渉
を
通
じ
、
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
側
の
第
一
次
裁
判
権
の
お
よ
ぶ
範

囲
を
、
実
質
的
に
ど
の
程
度
に
す
る
か
で
あ
る
。
公
務
中
の
犯
罪
、
も
っ
ぱ
ら
国
連
軍
・
米
軍
の
財
産
に
対
す
る
犯
罪
、
国
連
軍
所
属
員
・

米
軍
所
属
員
同
士
の
犯
罪
の
場
合
、
国
連
軍
側
・
米
側
が
、
第
一
次
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
つ
き
、
日
本
側
も
ま
っ
た
く
異
論
を
さ

し
は
さ
ま
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
通
り
だ
っ
た
か
ら
だ
。
問
題
は
、
犯
罪
の
軽
重
に
よ
り
、
受
入
国
が
第
一
次
裁
判
権
を
実
質
的
に

放
棄
す
る
、
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
は
規
定
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軽
犯
罪
で
は
、
日
本
側
が
第
一
次
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
こ

と
と
し
、
米
軍
・
国
連
軍
側
は
そ
の
保
証
を
求
め
た
点
で
あ
る
。

　

日
本
側
と
し
て
も
、
軽
犯
罪
ま
で
一
々
裁
判
を
行
う
の
は
わ
ず
ら
わ
し
い
こ
と
も
あ
り
、
派
遣
国
の
軍
と
し
て
の
効
率
を
維
持
す
る
た

め
と
の
主
張
を
受
け
い
れ
た
。
た
だ
、
第
一
次
裁
判
権
の
放
棄
を
公
式
に
う
た
う
こ
と
は
で
き
ず
、
日
本
側
の
政
策
と
し
て
、
そ
の
運
用

の
表
明
は
可
能
だ
と
し
た
。
そ
の
形
式
も
、
約
束
の
形
で
は
な
い
一
方
的
陳
述
と
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
文
書
を
秘
密
扱
い
と
す
る
よ
う
要

求
し
、
そ
の
通
り
と
な
っ
た
。
そ
の
文
書
が
発
覚
し
な
い
よ
う
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
的
陳
述
が
「
密
約
」
と
い
わ
れ
る
所
以
は
、
公
式
に
は
第
一
次
裁
判
権
を
日
本
側
は
放
棄
し
て
い
な
い
が
、
実
際
の
運
用
で
は
、

軽
犯
罪
に
つ
い
て
、
第
一
次
裁
判
権
を
放
棄
し
、
そ
の
こ
と
を
一
方
的
陳
述
の
形
で
保
証
し
た
点
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
一
方
的
陳



一
七
〇

述
の
存
在
を
公
に
す
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
原
本
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
約
束
で
は
な
い
と
否
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
逆
に
「
密
約
」
の
存
在
が
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
国
連
軍
協
定
交
渉
と
行
政
協
定
第
十
七
条
改
正
交
渉
を
並
行
し
て
検
証
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
刑
事
裁
判
権
密
約
の
実
態
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。

　

国
連
軍
協
定
交
渉
で
、
奥
村
参
与
（
行
政
協
定
第
十
七
条
改
正
時
に
は
外
務
事
務
次
官
）
が
い
み
じ
く
も
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
建
前
と

し
て
、
す
べ
て
の
犯
罪
に
対
す
る
第
一
次
裁
判
権
は
日
本
側
に
あ
り
、
軽
犯
罪
は
国
連
軍
側
に
裁
判
権
を
ゆ
ず
り
、
そ
れ
を
秘
密
の
約
束

と
す
る
方
法
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。
後
は
そ
の
約
束
を
い
か
な
る
形
で
表
現
す
る
か
が
問
題
だ
っ
た
。
米
側
も
秘
密
の
約
束
が
あ
る
こ
と

を
記
録
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
。
国
連
軍
協
定
交
渉
の
場
合
に
は
、
そ
の
結
果
を
具
体
化
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
行
政
協

定
第
十
七
条
の
改
正
で
、
日
本
側
の
一
方
的
陳
述
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

密
約
方
式
の
原
型

　

行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
交
渉
が
妥
結
し
、
外
務
省
で
一
九
五
三
年
九
月
二
六
日
に
決
済
さ
れ
た
「
行
政
協
定
刑
事
裁
判
権
条
項
の

改
訂
交
渉
妥
結
案
」
と
い
う
文
書
が
あ
る
。
そ
の
中
に
、「
我
方
の
交
渉
方
針
と
し
て
は
、
日
米
行
政
協
定
第
十
七
条
第
一
項
に
基
き
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
方
式
に
よ
る
条
約
上
の
権
利
は
す
べ
て
こ
れ
を
確
保
せ
ん
が
た
め
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
方
式
よ
り
逸
脱
せ
る
米
側
原
案
の
修
正
乃
至
撤

回
方
を
強
く
主
張
す
る
と
共
に
、
他
方
、
軍
隊
の
立
場
を
考
慮
し
、
運
用
の
円
滑
を
図
る
た
め
、
条
約
上
の
権
利
を
害
せ
ざ
る
限
度
に
お

い
て
、
実
際
的
解
決
方
式
の
発
見
に
努
め
、
又
、
後
日
に
問
題
を
残
す
秘
密
協
定

9

9

9

9

の
排
除
を
旨
と
し
た
。」（
◦
印
は
筆
者
に
よ
る
強
調
。）

と
あ
る（

（7
（

。
確
か
に
、
形
式
的
に
は
、
秘
密
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
交
渉
過
程
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
軽
犯
罪
の
場
合
、

一
方
的
陳
述
で
第
一
次
裁
判
権
の
放
棄
を
日
本
側
は
保
証
し
て
い
た
。



在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
（
信
夫
）

一
七
一

　

こ
の
方
式
は
、
核
持
ち
込
み
密
約
を
示
す
「
討
議
の
記
録
」
に
類
似
す
る（

（7
（

。
一
九
六
〇
年
に
改
定
さ
れ
た
日
米
安
保
条
約
に
は
、「
日

本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
」
が
附
属
し
て
い
た
。
同
条
約

第
六
条
で
、
米
軍
は
日
本
に
お
け
る
基
地
の
使
用
が
で
き
る
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
安
保
改
定
以
前
か
ら
、
核
の
持

ち
込
み
、
及
び
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
事
前
に
日
本
側
と
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
事
前
協
議
制
度
の
導
入
で
あ
り
、
そ
れ
を
文
書
化
し
た
の
が
右
の
交
換
公
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、
核
搭
載
艦
船
の
一
時
寄
港
、

あ
る
い
は
、
核
搭
載
軍
用
機
の
一
時
飛
来
は
、
事
前
協
議
の
対
象
で
は
な
い
と
米
側
は
主
張
し
、
そ
れ
を
明
確
に
し
た
の
が
「
討
議
の
記

録
」
と
い
う
文
書
で
あ
っ
た
。

　
「
討
議
の
記
録
」
は
、
当
時
の
藤
山
外
務
大
臣
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
駐
日
大
使
の
合
意
を
記
録
し
た
文
書
で
あ
る
。
ま
た
、
事
前
協
議
に

つ
い
て
、「
討
議
の
記
録
」
第
二
項
ｃ
に
は
「
合
衆
国
軍
用
機
の
飛
来
、
合
衆
国
海
軍
艦
艇
の
日
本
領
海
へ
の
立
ち
入
り
・
寄
港
に
関
す

る
現
行
の
手
続
き
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
解
釈
さ
れ
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
、
一
時
寄
港
・
一
時
飛
来
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
事
前
協
議
な

し
に
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た（

（8
（

。

　

こ
の
文
書
は
、
核
搭
載
艦
船
の
一
時
寄
港
を
含
む
、
す
べ
て
の
核
搭
載
艦
船
の
入
港
が
事
前
協
議
の
対
象
で
あ
る
、
と
の
日
本
政
府
の

公
式
の
立
場
を
覆
す
重
要
な
文
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
議
論
も
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
、
交
渉
過
程
の
詳
細

な
分
析
に
よ
り
、
密
約
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
「
討
議
の
記
録
」
が
重
要
な
の
は
、
明
確
な
合
意
を
示
す
よ
う
に
は
見
え
な
い
点
で
あ
る
。
合
意
文
書
で
は
な
く
、
討
議
の
様
子
を
記

録
し
た
だ
け
で
あ
り
、
た
と
え
こ
の
文
書
が
な
ん
ら
か
の
形
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
合
意
で
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
行
政
協
定
第
十
七
条
の
改
正
に
と
も
な
う
一
方
的
陳
述
と
同
じ
よ
う
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
の
で
あ



一
七
二

る
。
米
側
に
と
っ
て
は
、
核
搭
載
艦
船
の
寄
港
等
が
、
事
前
協
議
制
度
に
縛
ら
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
通
り
行
う
こ
と
が
で
き
、
日
本
側
が
そ

れ
を
保
証
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
と
し
て
、「
討
議
の
記
録
」
は
必
要
だ
っ
た
。
日
本
で
政
権
交
代
が
あ
る
こ
と
も
想
定
し
、
後
の
政
権

を
も
拘
束
で
き
る
よ
う
、
文
書
に
よ
る
保
証
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
共
通
す
る
の
は
、
合
意
で
は
な
い
が
、
実
質
的
に
合
意
の
存
在
を
保
証
す
る
と
い
う
形
式
の
文
書
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
刑
事
裁
判
権
の
場
合
に
は
、
裁
判
権
小
委
員
会
刑
事
部
会
日
本
側
代
表
に
よ
る
一
方
的
陳
述
で
あ
り
、
核
の
持
ち
込
み
を
め
ぐ
る
事

前
協
議
制
度
で
は
、「
討
議
の
記
録
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
合
意
に
は
見
え
な
い
文
書
の
奥
に
、「
密
約
」
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
解
明
に
よ
り
、
日
米
密
約
の
構
造
が
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
１
）　http://w

w
w

.47new
s.jp/CN

/200810/CN
2008102301000065.htm

l

な
お
、
こ
の
詳
細
は
、『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二

四
日
付
の
ウ
ェ
ブ
版
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。http://w

w
w

.jcp.or.jp/akahata/aik07/2008-10-24/2008102401_02_0.htm
l

こ
う
し
た
密
約
を

も
と
に
、
吉
田
敏
浩
『
密
約
―
日
米
地
位
協
定
と
米
兵
犯
罪
』
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
一
〇
年
、
布
施
祐
仁
『
日
米
密
約
―
裁
か
れ
な
い
米
兵
犯
罪
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

東
郷
（
印
）「
十
月
四
日
総
理
、
外
務
大
臣
、
在
京
米
大
使
会
談
録
」（
極
秘
）、
一
九
五
八
年
一
〇
月
四
日
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
〇
日
に
公

開
さ
れ
た
外
務
省
の
密
約
調
査
の
「
関
連
文
書
一
―
一
八
」。

（
３
）　

こ
れ
ら
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
先
行
し
て
掲
載
さ
れ
た
が
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
二
日
の
外
交
記
録
公
開
で
、
正
式

に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

唯
一
根
拠
と
さ
れ
る
の
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
及
び
日
米
安
保
条
約
が
署
名
さ
れ
た
一
九
五
一
年
九
月
八
日
に
、
同
じ
く
署
名
さ

れ
た
「
吉
田
・
ア
チ
ソ
ン
交
換
公
文
」
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
朝
鮮
戦
争
に
関
連
し
て
、
日
本
は
国
連
軍
を
日
本
及
び
そ
の
附
近
に
お
い
て
支
持
す

る
旨
を
約
束
し
て
い
る
。
た
だ
、
当
時
、
日
本
は
国
連
加
盟
国
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
一
般
的
な
形
で
国
連
協
力
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
り
、
行
政



在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
（
信
夫
）

一
七
三

協
定
に
あ
る
よ
う
な
具
体
的
な
義
務
ま
で
負
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
５
）　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
条
文
は
、
国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
『
西
ド
イ
ツ
に
駐
留
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
地
位
に
関
す
る
諸
協
定
』（
調
査

資
料
七
五
―
三
）、
一
九
七
六
年
三
月
を
参
照
し
て
い
る
。

（
６
）　

交
渉
に
い
た
る
経
緯
は
、
外
務
省
条
約
局
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
第
三
条
に
基
く
行
政
協
定
第
十
七
条
を
改

正
す
る
議
定
書
の
解
説
（
未
定
稿
）」
一
九
五
三
年
九
月
二
八
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁

判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
二
巻
を
参
照
。
以
下
、
引
用
す
る
日
本
側
外
交
文
書
は
、
す
べ
て
外
交
史
料
館
所
蔵
で
あ
る
。

（
７
）　
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
第
三
条
に
基
く
行
政
協
定
第
十
七
条
を
改
正
す
る
議
定
書
（
案
）」（
極
秘
）、
一
九
五

三
年
四
月
一
四
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
三
巻
、「
日
米
行
政

協
定
改
訂
方
申
入
れ
に
関
す
る
外
務
省
発
表
」
一
九
五
三
年
四
月
一
四
日
午
後
六
時
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政

協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
三
巻
。

（
８
）　

外
務
省
条
約
局
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
第
三
条
に
基
く
行
政
協
定
第
十
七
条
を
改
正
す
る
議
定
書
の
解
説
（
未

定
稿
）」、
一
九
五
三
年
九
月
二
八
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第

二
巻
。
法
務
省
刑
事
局
『
合
衆
国
軍
隊
構
成
員
等
に
対
す
る
刑
事
裁
判
権
関
係
実
務
資
料
［
検
察
提
要
六
］』（
検
察
資
料
一
五
八
）、
一
九
七
二
年

三
月
、
七
頁
。

（
９
）　
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
第
三
条
に
基
く
行
政
協
定
第
十
七
条
を
改
正
す
る
議
定
書
（
米
側
案
）」（
極
秘
）、
一

九
五
三
年
八
月
一
八
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
三
巻
。

（
10
）　
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
行
政
協
定
第
十
七
条
を
改
正
す
る
議
定
書
に
関
す
る
公
式
議
事
録
（
米
側
案
）」（
極
秘
）、
一
九
五
三

年
八
月
一
七
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
三
巻
。

（
11
）　

松
平
参
与
「
行
政
協
定
刑
事
裁
判
権
条
項
改
訂
交
渉
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
八
月
一
八
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件

　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
一
巻
。
“Mem

orandum
 for the Record, Subject: A

rticle X
V

II 
N

egotiations – First Inform
al M

eeting, A
ugust 19, 1953

” （Confidential
）, A

ugust 20, 1953, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; 



一
七
四

Classified General Records, 1952-1963, Box 18.

以
下
、
引
用
す
る
米
側
外
交
文
書
は
、
す
べ
て
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
カ
レ
ッ
ジ
パ
ー
ク
に
あ
る

米
国
立
公
文
書
館
所
蔵
で
あ
る
。

（
12
）　A

m
erican Em

bassy, T
okyo, 

“Negotiations on Crim
inal Jurisdiction Provided for the A

dm
inistrative and U

.N
. Status of 

Forces A
greem

ent

” （Confidential

）, A
ugust 6, 1953, RG84 Japan; U

.S. Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-
1963, Box 18.

（
13
）　

松
平
参
与
「
行
政
協
定
改
訂
交
渉
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
八
月
一
九
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ

く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
三
巻
。

（
14
）　

“Telegram
 from

 the Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, N

o. 468, A
ugust 20, 1953

” （Confidential

）, RG84 
Japan; U

.S. Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 18.

（
15
）　

八
月
二
一
日
と
二
五
日
の
三
宅
・
バ
ッ
シ
ン
会
談
に
つ
い
て
は
、
三
宅
参
事
官
「
行
政
協
定
刑
事
裁
判
権
条
項
の
改
訂
に
関
す
る
三
宅
・
バ
ッ

シ
ン
会
談
要
録
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
八
月
二
五
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条

項
改
正
関
係
』
第
三
巻
、
“Mem

orandum
 of Conversation, Subject: W

aiver of Jurisdiction in A
dm

inistrative A
greem

ent, Partici-
pants: Jules Bassin, M

r. M
iyake, M

r, Shim
oda, A

ugust 21, 1953

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified 

General Records, 1952-1963, Box 18 

に
よ
る
。
以
下
の
引
用
も
同
じ
文
書
に
よ
る
。

（
16
）　

三
宅
参
事
官
「
行
政
協
定
刑
事
裁
判
権
条
項
の
改
訂
に
関
す
る
三
宅
・
バ
ッ
シ
ン
会
談
要
録
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
八
月
二
五
日
、『
日
米

安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
三
巻
。

（
17
）　

三
宅
参
事
官
「
行
政
協
定
刑
事
裁
判
権
条
項
の
改
訂
に
関
す
る
三
宅
・
バ
ッ
シ
ン
会
談
要
録
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
八
月
二
五
日
、『
日
米

安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
三
巻
。

（
18
）　

こ
の
点
、
米
側
記
録
で
は
、
な
る
べ
く
秘
密
の
文
書
を
残
し
た
く
な
い
と
い
う
の
が
米
側
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
“Telegram

 
from

 the Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, N

o. 516, A
ugust 26, 1953

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, 
T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 18.



在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
（
信
夫
）

一
七
五

（
19
）　
「
3.
⒞
及
び
5.
⒜
に
関
す
る
日
本
側
代
表
陳
述
案
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
八
月
二
六
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ

く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
二
巻
。

（
20
）　

松
平
参
与
「
行
政
協
定
刑
事
裁
判
権
条
項
の
改
訂
交
渉
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
八
月
二
八
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一

件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
一
巻
。

（
21
）　

岡
崎
大
臣
発
新
木
在
米
大
使
宛
第
八
三
二
号
「
行
政
協
定
改
訂
交
渉
に
関
す
る
件
」（
秘
）、
一
九
五
三
年
八
月
二
八
日
、『
日
米
安
全
保
障
条

約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
一
巻
。

（
22
）　

“Telegram
 from

 the Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, N

o. 556, A
ugust 30, 1953

” （Confidential

）, RG59 
D

ecim
al File 1950-1954, Box 2869.

（
23
）　

こ
の
間
の
日
米
間
の
微
妙
な
交
渉
に
つ
い
て
は
、
“Telegram

 from
 the Em

bassy in Japan to the D
epartm

ent of State, N
o. 590, 

Septem
ber 2, 1953

” （Confidential
）, RG59 D

ecim
al File 1950-1954, Box 2870 

を
参
照
。

（
24
）　

松
平
参
与
「
行
政
協
定
刑
事
裁
判
権
条
項
の
改
訂
交
渉
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
九
月
二
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件

　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
一
巻
。
“Telegram

 from
 the D

epartm
ent of State to the 

Em
bassy in Japan, N

o. 510, A
ugust 28, 1953

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified General Records, 

1952-1963, Box 18.

（
25
）　

“Statem
ent by Japanese and A

m
erican Representatives concerning paragraph 3.（c

） at Regular M
eeting

” （Confidential

）, 
A

ugust 29, 1953, 

『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
三
巻
。

（
26
）　
「
例
外
的
に
重
要
な
」
と
「
特
に
重
要
な
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
“Mem

orandum
 of Conversation, Subject: Crim

inal Juris-
diction N

egotiations, Participants: M
r. Bassin, M

r. H
enderson, M

r. M
atsudaira, M

r. M
iyake, M

r. K
anbara, M

r. T
suda, 

Septem
ber 1, 1953

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 18 

を
参
照
。

（
27
）　
「（
仮
訳
）
合
同
委
員
会
裁
判
権
小
委
員
会
刑
事
部
会
の
会
談
に
お
け
る
日
本
国
代
表
の
陳
述
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
九
月
一
二
日
、『
日
米

安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
二
巻
。



一
七
六

（
28
）　

岡
崎
大
臣
発
新
木
在
米
大
使
宛
第
八
七
六
号
「
行
政
協
定
刑
事
裁
判
権
条
項
の
改
訂
交
渉
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
九
月
一
〇
日
、

『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
一
巻
。
“Telegram

 from
 the 

Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, N

o. 647, Septem
ber 10, 1953

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, 
T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 18.

（
29
）　

“Telegram
 from

 the Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, N

o. 704, Septem
ber 17, 1953

” （Confidential

）, RG84 
Japan; U

.S. Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 18.

（
30
）　

松
平
参
与
「
行
政
協
定
改
訂
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
九
月
一
一
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係
一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行

政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
三
巻
。

（
31
）　
「
国
連
軍
に
対
す
る
協
力
に
つ
い
て
交
換
公
文
の
件
（
経
過
要
領
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍

隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3

）。

（
32
）　

“Mem
orandum

 for the Record, Subject: D
iscussion w

ith M
r. O

kazaki on Standstill A
greem

ent for U
N

 Forces other than 
U

S, Present: M
r. O

kazaki, M
r. N

ishim
ura, Lt. General H

ickey, A
pril 29, 1952

” （Secret

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; 

Classified General Records, 1952-1963, Box 2.

（
33
）　

西
村
「
一
九
五
二
年
四
月
二
十
八
日
午
后
八
時　

岡
崎
国
務
大
臣
ヒ
ッ
キ
ー
参
謀
長
会
談
要
旨
」
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、『
日
本
国
に
お

け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3

）。
“Mem

orandum
 for the Record, Subject: D

iscussion 
w

ith M
r. O

kazaki on Standstill A
greem

ent for U
N

 Forces other than U
S, Present: M

r. O
kazaki, M

r. N
ishim

ura, Lt. General 
H

ickey, 29 A
pril, 1952

” （Secret

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 2.

（
34
）　

書
簡
案
の
全
文
は
、
“（D

raft N
ote from

 U
N

C to Japanese Governm
ent as of M

ay 6, 1952

）” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. 

Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 2
を
参
照
。

（
35
）　
「
閣
議
決
定　

国
際
連
合
司
令
官
か
ら
日
本
国
外
務
大
臣
あ
て
の
来
簡
案　

日
本
国
外
務
大
臣
か
ら
国
際
連
合
軍
司
令
官
あ
て
の
返
簡
案
」（
極

秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
一
三
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3

）。



在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
（
信
夫
）

一
七
七

（
36
）　

杉
浦
「
国
連
軍
兵
士
の
犯
罪
に
関
す
る
件
」（
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
一
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協

定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3

）。

（
37
）　

杉
浦
「
国
連
軍
と
の
間
の
書
簡
交
換
に
関
す
る
件
」（
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
一
三
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関

す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3

）。
“Mem

orandum
 of Conversation, Subject: U

nited N
ations Interim

 A
greem

ent: Juris-
diction, Participants: M

r. H
. Sugiura, M

r. A
. Shigem

itsu, M
r. R. B. Finn, M

ay 13, 1952

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. 

Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 2.

（
38
）　

“Telegram
 from

 the Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, N

o. 131, M
ay 15, 1952

” （Confidential

）, RG84 Japan; 
U

.S. Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 3.

（
39
）　

杉
浦
「
国
連
軍
と
の
間
の
書
簡
交
換
に
関
す
る
件
」（
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
一
三
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関

す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B
’.2.7.0.3

）。

（
40
）　

杉
浦
「
国
連
軍
と
の
書
簡
交
換
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
一
四
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す

る
協
定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3
）。

（
41
）　

杉
浦
「
国
連
軍
と
の
書
簡
交
換
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
一
七
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す

る
協
定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3

）。

（
42
）　

杉
浦
「
国
連
軍
と
の
書
簡
交
換
に
関
す
る
件
（
法
務
府
意
見
局
林
局
長
訪
問
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
一
七
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国

際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B
’.2.7.0.3

）。

（
43
）　
「
国
連
軍
の
将
兵
に
関
す
る
刑
事
裁
判
権
行
使
に
つ
い
て
」
一
九
五
二
年
五
月
二
〇
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す

る
協
定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3

）。

（
44
）　

杉
浦
「
国
連
軍
と
の
書
簡
交
換
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
二
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す

る
協
定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3

）。

（
45
）　

刑
政
長
官
清
原
邦
一
発
検
事
正
・
検
事
長
宛
法
務
府
検
務
第
一
五
九
三
八
号
「
外
国
軍
隊
の
将
兵
に
係
る
違
反
事
件
の
処
理
に
つ
い
て
」
一
九



一
七
八

五
二
年
五
月
一
七
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
、
吉
田
書
簡
関
係
』（B

’2.7.0.3-2-2

）。

（
46
）　

杉
浦
「
国
連
軍
と
の
協
定
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
二
七
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協

定
関
係
一
件
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3

）。
“Mem

orandum
 for the Record, Subject: Sum

m
ary of D

iscussion betw
een Foreign M

inister 
O

kazaki and Lieutenant General H
ickey on U

N
 Interim

 A
greem

ent w
ith Japanese Governm

ent, M
ay 25, 1952

” （Secret

）, 
RG84 Japan; U

.S. Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 2, 

“Telegram
 from

 the Em
bassy in Japan to 

the D
epartm

ent of State, N
o. 244, M

ay 24, 1952

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified General 

Records, 1952-1963, Box 2.

（
47
）　

“Mem
orandum

 for the Record, Subject: Conversation Betw
een A

m
bassador M

urphy and Prim
e M

inister Y
oshida 

Regarding U
N

C-Japan A
greem

ent, M
ay 28, 1952

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified General 

Records, 1952-1963, Box 2, 
“Telegram
 from

 the Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, N

o. 280, M
ay 28, 1952

” （Con-
fidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 2.

（
48
）　

鹿
島
平
和
研
究
所
（
編
）『
日
本
外
交
主
要
文
書
・
年
表
』
第
一
巻
、
原
書
房
、
一
九
八
三
年
、
五
一
八
頁
。

（
49
）　

刑
政
長
官
清
原
邦
一
発
検
事
長
宛
法
務
府
検
務
局
検
務
第
二
〇
二
六
九
号
「
在
日
国
連
軍
将
兵
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
取
扱
基
準
に
つ
い
て
」

一
九
五
二
年
六
月
二
三
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
、
吉
田
書
簡
関
係
』（B

’2.7.0.3-2-2

）。

（
50
）　

英
水
兵
事
件
に
つ
い
て
は
、「
マ
ー
フ
ィ
ー
米
大
使
発
岡
崎
外
務
大
臣
あ
て
書
簡
訳
（
二
七
、
七
、
一
〇
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
七
月
一
〇

日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
二
巻
（B

’.2.7.0.3

）
を
参
照
。

（
51
）　
「
国
連
軍
所
属
員
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
吉
田
内
閣
総
理
大
臣
書
簡
の
公
表
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
九
月
二
日
、『
日
本
国
に
お

け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
、
吉
田
書
簡
関
係
』（B

’2.7.0.3-2-2

）。

（
52
）　
「
国
連
軍
と
の
協
定
に
関
す
る
件
」
一
九
五
二
年
六
月
二
五
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第

一
巻
（B

’.2.7.0.3

）。
“Telegram

 from
 the Em

bassy in Japan to the D
epartm

ent of State, N
o. 681, June 23, 1953

” （Confidential

）, 
RG84 Japan; U

.S. Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 2.



在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
（
信
夫
）

一
七
九

（
53
）　

“Telegram
 from

 the Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, N

o. 741, June 23, 1953

” （Confidential

）, RG84 Japan; 
U

.S. Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 2.
（
54
）　

岡
崎
大
臣
発
井
口
大
使
（
在
加
）
宛
第
九
八
号
「
国
連
軍
関
係
交
換
公
文
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
七
月
三
日
、『
日
本
国
に
お

け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
二
巻
（B

’.2.7.0.3

）。

（
55
）　
「
国
連
軍
と
の
協
定
に
関
す
る
交
渉
対
処
方
針
及
び
国
内
よ
論
指
導
方
針
に
つ
い
て
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
七
月
七
日
、『
日
本
国
に
お
け
る

国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
二
巻
（B

’.2.7.0.3

）。

（
56
）　
「
刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
日
本
側
陳
述
（
案
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
七
月
一
五
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す

る
協
定
関
係
一
件
』
第
二
巻
（B

’.2.7.0.3

）。

（
57
）　

奥
村
参
與
「
国
連
軍
協
定
（
ボ
ン
ド
と
の
非
公
式
会
談
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
七
月
二
一
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地

位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
二
巻
（B

’.2.7.0.3

）。

（
58
）　

バ
ッ
シ
ン
試
案
に
関
し
て
は
、「
刑
事
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
バ
ッ
シ
ン
試
案
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際

連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3-2

）、「
下
田
・
バ
ッ
シ
ン
會
談
に
お
い
て
先
方
の
仄
め

か
し
た
る
国
連
軍
協
定
妥
協
試
案
の
大
綱
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関

係
一
件
』
第
二
巻
（B

’.2.7.0.3

）、
下
田
記
「
国
連
軍
協
定
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
三
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍

隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
二
巻
（B

’.2.7.0.3
）
を
参
照
。
ま
た
、
条
三
「
刑
事
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
バ
ッ
シ
ン
試
案
骨
子
」（
極
秘
）、

一
九
五
二
年
八
月
一
九
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3-2

）

も
参
照
。

（
59
）　

三
宅
参
事
官
「
国
連
軍
協
定
に
関
し
バ
ッ
シ
ン
米
大
使
館
法
律
顧
問
の
談
話
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
四
日
、『
日
本
国
に

お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
二
巻
（B
’.2.7.0.3

）。

（
60
）　

三
宅
参
事
官
「
国
連
軍
協
定
に
関
し
バ
ッ
シ
ン
米
大
使
館
法
律
顧
問
の
談
話
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
四
日
、『
日
本
国
に

お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
二
巻
（B

’.2.7.0.3
）。



一
八
〇

（
61
）　

奥
村
参
與
「
国
連
軍
に
関
す
る
協
定
一
件
（
ボ
ン
ド
参
事
官
と
の
會
談
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
五
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合

の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
二
巻
（B

’.2.7.0.3

）。
“Mem

orandum
 of Conversation, Participants: K

atsuzo O
kum

ura, 
N

iles W
. Bond, Subject: U

N
 Forces A

greem
ent, A

ugust 5, 1952

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified 

General Records, 1952-1963, Box 2, 

“Mem
o T

o: N
. W

. B., Subject: Crim
inal Jurisdiction for U

N
 A

greem
ent, A

ugust 5, 1952

” 

（Confidential
）, RG84  Japan; U

.S. Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 2.

（
62
）　

こ
の
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
奥
村
参
與
「
刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
規
定
の
要
点
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
四
日
、『
日
本
国
に
お
け
る

国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3-2

）
を
参
照
。

（
63
）　

“Telegram
 from

 the Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, N

o. 848, Septem
ber 8, 1952

” （Secret

）, RG84 Japan; 
U

.S. Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 3.

（
64
）　

下
田
記
「
国
連
軍
協
定
（
刑
事
裁
判
管
轄
権
）
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
六
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の

地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B

’.2.7.0.3-2

）。

（
65
）　

奥
村
参
與
「
刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
規
定
の
要
点
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
四
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関

す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B

’2.7.0.3-2

）。

（
66
）　

奥
村
「
国
連
軍
協
定
の
刑
事
裁
判
権
に
つ
い
て
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
二
七
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関

す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B
’2.7.0.3-2

）。

（
67
）　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
（
編
）『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争
』
第
四
冊
、
六
一
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
二
四
五
七
―
二
七
一
二
頁

を
参
照
。

（
68
）　
「（
日
本
側
新
提
案
仮
訳
）
第　
　

条　

刑
事
裁
判
権
（
案
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
九
月
一
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の

地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B

’2.7.0.3-2
）

（
69
）　

下
田
記
「
刑
事
裁
判
管
轄
権
日
本
側
対
案
提
出
の
件
（
国
連
軍
協
定
交
渉
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
九
月
一
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際

連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B
’2.7.0.3-2

）。
日
本
側
新
提
案
の
詳
細
は
、「（
日
本
側
新
提
案
仮



在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
（
信
夫
）

一
八
一

訳
）
第　
　

条　

刑
事
裁
判
権
（
案
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
九
月
一
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係

一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B

’2.7.0.3-2

）
を
参
照
。
“Telegram

 from
 the Em

bassy in Japan to the D
epartm

ent of State, 
N

o. 931, Septem
ber 16, 1952

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 3. 

日
本
側
の
メ
モ
（Pro M

em
oria

）
は
、
“Telegram

 from
 the Em

bassy in Japan to the D
epartm

ent of State, N
o. 931, Septem

ber 
16, 1952

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 3 

を
参
照
。

（
70
）　

下
田
記
「
刑
事
裁
判
管
轄
権
日
本
側
対
案
提
出
の
件
（
国
連
軍
協
定
交
渉
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
九
月
一
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際

連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B

’2.7.0.3-2

）。

（
71
）　

奥
村
「
国
連
軍
協
定
一
件
」、
一
九
五
二
年
九
月
一
三
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件
』
第
二
巻

（B

’.2.7.0.3

）。

（
72
）　

“Status of U
N

 Forces in Japan, Septem
ber 24, 1952

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified General 

Records, 1952-1963, Box 3, 

“Telegram
 from

 the D
epartm

ent of State to the Em
bassy in Japan, N

o. 795, Septem
ber 25, 1952

” 

（Secret

）, RG59 D
ecim

al File 1950-1954, Box 2867.

（
73
）　

“Telegram
 from

 the Em
bassy in Japan to the D

epartm
ent of State, N

o. 1277, O
ctober 20, 1953

” （Secret

）, RG84 Japan; 
U

.S. Em
bassy, T

okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 3.

（
74
）　

松
平
参
与
「
十
一
月
十
二
日
外
相
官
邸
に
お
け
る
国
連
軍
協
定
に
関
す
る
日
、
米
、
英
連
邦
各
代
表
会
議
会
談
録
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
一

一
月
一
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B

’2.7.0.3-2

）。

（
75
）　

松
平
参
与
「
国
連
軍
協
定
刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
日
、
米
、
英
連
邦
代
表
第
二
回
会
議
会
談
録
要
旨
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
一
一
月
二
五
日
、

『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B

’2.7.0.3-2

）。

（
76
）　
「
国
連
軍
協
定
交
渉
対
処
方
針
案
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
一
一
月
二
六
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関

係
一
件　

刑
事
裁
判
権
関
係
』
第
一
巻
（B

’2.7.0.3-2

）。
“Telegram

 from
 the Em

bassy in Japan to the D
epartm

ent of State, N
o. 

1987, D
ecem

ber 22, 1952

” （Confidential

）, RG84 Japan; U
.S. Em

bassy, T
okyo; Classified General Records, 1952-1963, Box 3.



一
八
二

（
77
）　

法
務
省
刑
事
局
岡
原
昌
男
発
検
事
長
・
検
事
正
宛
法
務
省
刑
事
局
刑
事
第
四
三
九
七
七
号
「
在
日
国
連
軍
の
軍
隊
構
成
員
等
の
刑
事
事
件
に
関

す
る
取
扱
基
準
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
一
二
月
二
七
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

刑
事
裁
判

権　

吉
田
書
簡
関
係
』（B

’.2.7.0.3-2-2

）。

（
78
）　

三
宅
「
行
政
協
定
刑
事
裁
判
権
条
項
の
改
訂
交
渉
妥
結
案
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）、
一
九
五
三
年
九
月
二
六
日
、『
日
米
安
全
保
障
条
約
関
係

一
件　

第
三
条
に
基
づ
く
行
政
協
定
関
係　

刑
事
裁
判
権
条
項
改
正
関
係
』
第
一
巻
。

（
79
）　
「
討
議
の
記
録
」
に
つ
い
て
は
、
信
夫
隆
司
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
、
六
七
―
一
一
九
頁
を
参
照
。

（
80
）　

信
夫
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』、
七
二
頁
。
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